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はじ
め
に
徳
島
県
小
松
島
市
松
島
町
の
古
刹
、
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
（
以
下
、「
国
伝
山
地
蔵
寺
」
と
呼
ぶ
）
に
は
、『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』（
以
下
で
は
「
本
書
」
ま
た
は
「
本
書
『
草
案
』」
と
称
す
る
）
と
題
さ
れ
る
文
献
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
文
献
の
資
料
的
な
価
値
に
つ
い
て
述
べ
、
あ
わ
せ
て
全
文
を
翻
字
（
注
1
）
す
る
。
本
書
は
縦
一
二
・
四
糎
、
横
三
四
・
二
糎
、
全
二
二
丁
の
横
帳
で
、
共
紙
表
紙
に
は
、
中
央
縦
長
に
右
の
標
題
を
外
題
と
し
て
記
し
、
表
紙
右
側
に
は
「
天
保
五
午
十
月
」、
左
下
に
は
「
地
蔵
寺
執
事
」と
墨
書
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
よ
り
細
く
小
ぶ
り
の
文
字
で
、
表
紙
左
上
に「
小
松
嶋
地
蔵
寺
／
本
末
由
緒
録
／
右
之
通
表
ニ
書
」と
あ
る
。
右
の
外
題
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
国
伝
山
地
蔵
寺
と
塔
頭
・
末
寺
の
成
立
・
由
緒
と
支
配
宮
、
所
蔵
宝
物
等
に
つ
い
て
記
録
し
、
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
編
集
・
執
筆
さ
れ
た
文
献
資
料
で
あ
る
。
塔
頭
寺
院
や
末
寺
の
成
立
・
由
緒
等
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
記
録
類
の
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
補
う
資
料
と
し
て
、
本
書
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
編
集
・
執
筆
の
背
景
本
書
を
編
集
・
執
筆
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
表
紙
の
墨
書
「
地
蔵
寺
執
事
」
と
、
次
の
記
述
か
ら
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
当
時
の
国
伝
山
地
蔵
寺
住
職
で
あ
っ
た
中
興
十
九
代
の
宥
義
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
以
下
、
本
書
『
草
案
』
か
ら
の
引
用
は
、
末
尾
に
掲
げ
た
翻
字
本
文
に
よ
る
。
但
し
、
改
行
注
記
・
括
弧
・
翻
刻
注
に
つ
い
て
は
略
す
る
こ
と
が
あ
る
）。
○
右
数
ヶ
処
之
宮
式
ハ
「
唯
」
當
寺
支
配
、
又
ハ
別
ニ
別
當
神
主
山
伏
等
有
之
、
従
彼
方
支
配
仕
、
當
寺

導
師
而
已
仕
来
有
之
。
并
由
緒
成
立
等
之
運
（
マ
マ
）
急
急
事
ニ
難
相
調
御
座
候
故
、
當
明
﹇
×
四
月
﹈
末
夏
迄
ニ
取
調
委
細
﹇
×
可
申
上
候
﹈
書
付
差
上
可
申
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
宥
義
／
天
保
五
午
十
月
（
九
丁
表
）
○
已
上
寺
家
六
ヶ
寺
、
右
之
外
格
別
之
由
緒
等
無
御
座
候
。
／
午
十
月
國
傳
山
宥
義
（
一
五
丁
表
）
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
國
傳
山
先
師
日
牌
月
牌
過
去
（
注
2
）
帳
』
に
は
、
宥
義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。
明
治
二
己
巳
歳
九
月
二
十
三
日
示
寂
十
九
代
贈
權
僧
正
宥
義
大
和
尚
板
野
郡
撫
養
立
岩
之
産
也
。
段
關
眞
福
寺
ヨ
リ
當
院
江
轉
住
後
、
日
和
佐
村
藥
王
寺
江
轉
住
。
行
年
七
拾
有
三
示
寂
。
本
書
は
、
国
伝
山
地
蔵
寺
と
塔
頭
・
末
寺
の
成
立
・
由
緒
と
支
配
宮
、
所
蔵
宝
物
等
を
記
載
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』
―
―
解
説
と
翻
字
本
文
―
―
原
卓
志
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
国
伝
山
地
蔵
寺
、
塔
頭
寺
院
、
末
寺
、
成
立
・
由
緒
）
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内
容
と
し
て
い
る
。
意
味
不
分
明
の
箇
所
が
あ
る
が
、
先
掲
九
丁
表
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
本
書
が
編
集
・
執
筆
さ
れ
た
理
由
は
、
徳
島
藩
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
各
寺
院
の
成
立
由
緒
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
依
る
と
考
え
ら
（
注
3
）
れ
る
。
編
集
・
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
国
伝
山
地
蔵
寺
・
塔
頭
六
寺
院
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
宥
義
が
直
接
に
執
筆
し
、
末
寺
九
寺
院
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
各
寺
か
ら
上
が
っ
て
き
た
報
告
書
を
基
に
、
宥
義
の
手
に
よ
っ
て
編
集
・
修
正
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
伝
山
地
蔵
寺
・
塔
頭
六
寺
院
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
宥
義
の
直
接
執
筆
で
あ
る
と
考
え
る
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
寺
で
あ
る
地
蔵
寺
に
関
す
る
記
述
の
末
に
、
先
掲
九
丁
表
の
記
述
が
あ
り
、
塔
頭
六
寺
院
の
記
述
の
末
に
は
、
先
掲
一
五
丁
表
の
記
述
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
天
保
五
年
当
時
に
は
無
住
で
あ
っ
た
阿
弥
陀
寺
・
真
福
寺
の
記
述
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
天
保
五
年
当
時
に
住
職
の
存
在
す
る
薬
師
寺
・
観
音
寺
・
宝
生
寺
・
般
若
寺
の
現
住
名
を
出
す
の
に
、「
當
住
覺
道
」
の
よ
う
に
、「
當
住
（
住
職
名
）」
の
表
現
を
用
い
、
末
寺
寺
院
の
記
述
に
見
ら
れ
る
「
拙
僧
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
末
寺
に
つ
い
て
は
、
記
述
中
に
現
住
名
を
出
さ
ず
「
拙
僧
」
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
末
寺
一
寺
院
ご
と
の
記
述
の
末
尾
に
は
、「
圓
福
寺
繼
旻
」（
一
六
丁
表
）、「
福
成
寺
大
瓊
」（
一
六
丁
裏
）、「
酉

（
醍
醐
）
寺
常
寂
」（
一
七
丁
表
）、「
田
林
寺
隆
臺
」（
一
八
丁
裏
）、「
正
福
寺
霊
信
」（
一
九
丁
ウ
）、「
持
福
寺
龍
照
」（
二
〇
丁
表
）、「
宝
聚
寺
唯
仁
」
（
二
〇
丁
裏
）、「
宝
蔵
寺
雄
州
」（
二
一
丁
裏
）、「
桂
林
寺
義
英
」（
後
表
紙
見
返
）
の
よ
う
に
、
「
寺
号
・
住
職
名
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
末
寺
九
寺
院
に
つ
い
て
は
、
宥
義
か
ら
各
寺
の
住
職
に
、自
坊
の
成
立
・
由
来
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め（
お
そ
ら
く
、
執
筆
用
の
書
式
が
有
っ
た
と
思
わ
れ
る
）、
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
従
っ
て
編
集
・
修
正
執
筆
し
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
勝
浦
郡
志
』
の
田
林
寺
の
項
目
に
引
用
さ
れ
る
田
林
寺
旧
記
に
は
、
田
林
寺
支
配
八
幡
宮
に
お
け
る
祭
礼
に
関
す
る
由
緒
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
文
章
は
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、
本
書
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
末
尾
に
「
天
保
五
年
十
月
左
之
通
本
寺
江
書
出
候
寫
／
櫻
間
山
隆
臺
／
右
此
巻
天
保
九
年
戌
三
月
二
十
八
日
右
本
紙
を
以
相
認
置
者
也
」
と
（
注
4
）
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
保
五
年
十
月
に
田
林
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
隆
臺
か
ら
国
伝
山
地
蔵
寺
宛
に
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
草
案
で
あ
っ
て
、
浄
書
本
で
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
宥
義
の
修
正
（
推
敲
）
に
よ
っ
て
本
文
に
削
除
さ
れ
た
り
、
補
入
さ
れ
た
り
す
る
箇
所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
削
除
・
補
入
箇
所
を
見
る
と
、
国
伝
山
地
蔵
寺
・
塔
頭
六
寺
院
に
関
す
る
記
述
部
分
に
比
べ
て
、
末
寺
九
寺
院
に
関
す
る
記
述
部
分
に
お
け
る
削
除
・
補
入
箇
所
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
相
違
も
、
宥
義
の
直
接
執
筆
部
分
と
、
末
寺
住
職
の
報
告
に
基
づ
い
た
編
集
・
修
正
執
筆
部
分
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
具
体
的
な
修
正
（
推
敲
）
の
様
子
を
概
観
す
る
た
め
に
、
先
に
触
れ
た
田
林
寺
旧
記
に
見
え
る
隆
臺
に
よ
る
八
幡
宮
祭
礼
の
記
述
と
、
本
書
の
記
述
を
比
較
し
て
み
た
い
。
《
本
書
・
一
八
丁
表
〜
一
八
丁
裏
》
八
万
宮
當﹇
×
浦
﹈
村
氏
神
熊
野
権
現
同
小
谷
郷
殿
權
現
同
本
庄
筋
若
宮
同
金
谷
王
子
權
現
同
門
前
野
神
宮
同
栗
谷
若
宮
同
□
地
若
宮
同
篠
原
﹇
×
小
社
ニ
候
へ
共
﹈
右
之
宮
支
配
仕
居
申
候
。
尤
八
万
宮
＊
1﹇
□
﹈
ハ
當
所
之
氏
神
ニ
而
、
櫻
間
之
城
主
を
＊
2﹇
祭
﹈
崇
尊
し
﹇
＊
3御
座
候
﹈、
毎
歳
八
月
十
五
日
祭
礼
仕
来
候
。
往
古

中
田
村
沢
里
八
幡
宮﹇
×
と
﹈
与
同
日
祭
礼
ニ
而
、
則
十
五
日
朝
、
彼
方

當
＊
4「
所
」
八
万
并
熊
野
権
現
へ
御
膳
供
し
来
り
、
其
帰
り
と
壱
所
ニ
當
村
兩
社
之
馬
、
中
田
村
へ
罷
越
候
上
、
沢
里
八
幡
宮
之
神
事
始
り
、＊
5
「
右
之
馬
供
仕
」
来
申
候
所
、
享
保
年
中
之
頃
、
口
論
有
之
ニ
付
＊
6「
右﹇
×
壱
年
﹈
之
例
」
中
絶
仕
候
所
、
彼
地
不
思
議
ニ
悪
病
流
行
仕
ニ
付
、
神
慮
相
恐
れ
、
再
度
口
論
ニ
及
間
敷
旨
、
一
札
相
認
和
睦
乞
来
候
。
以
来
﹇
×
如
初
﹈
不
相
變
只
﹇
×
迄
﹈
今
ニ―
如
初
＊
7「
例
」
仕
来
申
候
趣
申
傳
へ
候
。
＊
1
…
﹇
□
﹈
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
祭
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
御
座
候
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
「
所
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
5
…
「
右
之
馬
供
仕
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
6
…
「
﹇
×
壱
年
﹈
右
之
例
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。﹇
壱
年
﹈
も
補
入
符
を
付
し
て
左
傍
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
「
例
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
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





《
田
林
寺
旧
記
（『
勝
浦
郡
志
』
三
五
七
・
三
五
八
頁
）》（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）
八
幡
宮
當
村
氏
神
熊
野
權
現
同
小
谷
（
中
略
）
右
之
宮
支
配
仕
居
申
候
。
尤
八
幡
宮
は
當
處
之
産
地
神
ニ
而
、
櫻
間
之
城
主
を
崇
尊
し
、
毎
歳
八
月
十
五
日
祭
禮
仕
來
ニ
、
往
古

中
田
村
澤
星
八
幡
宮
與
＊
祭
禮
ニ
而
、
卽
十
五
日
朝
、
彼
方

當
所
八
幡
並
熊
野
權
現
江
、
御
膳
供
し
來
り
、
其
歸
り
と
一
所
ニ
當
處
両
社
之
馬
、
中
田
村
へ
罷
越
之
上
、
澤
星
八
幡
宮
之
神
事
始
り
、
右
之
馬
供
仕
來
申
候
處
、
享
保
年
中
之
頃
、
口
論
有
之
ニ
付
右
之
例
中
絶
仕
候
處
、
彼
地
不
思
議
ニ
悪
病
流
行
仕
ニ
付
、
神
慮
相
恐
れ
、
再
度
口
論
ニ
及
間
敷
旨
、
一
札
相
認
メ
和
睦
乞
來
候
。
以
來
不
相
變
只
今
ニ
如
神
例
仕
來
申
候
趣
申
傳
＊
候
。
漢
字
字
体
の
違
い
や
、
本
書
の「
候
」が
田
林
寺
旧
記
で
は「
ニ
」「
之
」で
あ
っ
た
り
、「
里
」
が
「
星
」、「
并
」
が
「
並
」、「
初
」
が
「
神
」
で
あ
る
な
ど
、
田
林
寺
旧
記
を
活
字
に
翻
刻
す
る
際
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
旧
記
の
引
用
文
中
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
表
記
）
や
、
翻
刻
す
る
際
の
脱
字
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
旧
記
の
引
用
文
中
に
＊
を
付
し
た
部
分
）
の
ほ
か
、「
氏
神
」
と
「
産
地
神
」、「
村
」
と
「
處
」、
送
り
仮
名
の
有
無
（
旧
記
の
引
用
文
中
に
傍
線
を
付
し
た
表
記
）
な
ど
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
本
書
で
削
除
さ
れ
る
文
言
は
、
田
林
寺
旧
記
に
も
見
え
ず
、
本
書
で
補
入
さ
れ
た
文
言
は
、
田
林
寺
旧
記
に
も
見
え
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
本
書
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
削
除
・
補
入
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
、
一
々
を
検
証
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
書
＊
2
の
「
祭
」
字
を
墨
に
て
削
除
し
た
の
は
、
田
林
寺
か
ら
の
報
告
書
に
あ
っ
た
「
崇
」
を
誤
っ
て
「
祭
」
と
写
し
た
の
を
訂
正
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
＊
4
の
「
所
」、
＊
5
の
「
右
之
馬
供
仕
」
を
補
入
符
を
付
し
て
補
入
し
た
の
は
、
田
林
寺
報
告
書
の
文
言
を
誤
っ
て
書
き
落
と
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
補
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
書
の
「
以
来
﹇
×
如
初
﹈
不
相
變
／
只
﹇
×
迄
﹈
今
ニ―
如
）
初
＊
7「
例
」
仕
」（
＊
7
の
「
例
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
）
も
、
田
林
寺
報
告
書
の
文
言
を
誤
っ
て
書
き
写
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
宥
義
は
隆
臺
か
ら
の
報
告
を
忠
実
に
書
き
写
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
末
寺
か
ら
の
報
告
、
あ
る
い
は
報
告
項
目
の
表
現
・
文
言
に
つ
い
て
、
す
べ
て
を
忠
実
に
書
き
写
そ
う
と
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
書
全
体
を
見
わ
た
す
と
、
右
の
ほ
か
に
、
注
意
す
べ
き
訂
正
（
推
敲
）
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
《
浄
書
の
書
様
に
つ
い
て
の
注
記
》
ア
小
松
嶋
地
蔵
寺
／
本
末
由
緒
録
／
右
之
通
表
ニ
書
（
表
紙
）
イ
已
下
ノ
宝
物
ハ
書
上
ノ
節
本
堂
棟
札
之
初
ヘ
書
出
申
候
（
六
丁
裏
）
ウ
書
出
ニ
ハ
次
ニ
本
尊
功
徳
経
説
を
述
る
一
紙
ア
リ
略
之
ト
﹇
×
出
出
サ
﹈
書
出
せ
り
（
一
五
丁
表
）
《
記
述
の
統
一
に
か
か
わ
る
訂
正
》
エ
一
﹇
安
置
し
奉
る
﹈
本
尊
藥
師
如
来
。（
一
五
丁
裏
・
円
福
寺
）
オ
一
﹇
安
置
奉
仕
﹈
本
尊
阿
弥
陀
如
来
（
一
六
丁
表
・
福
成
寺
）
カ
一
﹇
安
置
し
奉
る
﹈
本
尊
藥
師
如
来
。（
一
六
丁
裏
・
醍
醐
寺
）
キ
一
﹇
奉
安
置
﹈
本
尊
阿
弥
陀
如
来
（
一
七
丁
裏
・
田
林
寺
）
ク
一
﹇
奉
安
置
﹈
本
尊
ハ
阿
弥
陀
如
来
。（
一
八
丁
裏
・
正
福
寺
）
ア
〜
ウ
は
、
浄
書
す
る
際
に
、
本
書
『
草
案
』
の
文
言
や
記
載
順
序
の
変
更
等
、
書
様
に
つ
い
て
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
は
、
表
紙
外
題
と
し
て
、
浄
書
本
で
は
「
小
松
嶋
地
蔵
寺
／
本
末
由
緒
録
」
と
す
る
こ
と
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
国
伝
山
地
蔵
寺
に
は
こ
の
よ
う
な
外
題
を
有
す
る
文
献（
浄
書
本
）を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
、
当
該
文
献
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
イ
は
、
こ
の
記
述
の
後
に
書
き
記
さ
れ
る「
十
一
面
観
音
壱
躰
」「
毘
沙
門
天
壱
躰
」
な
ど
の
宝
物
に
つ
い
て
の
記
録
を
、
本
堂
棟
札
に
つ
い
て
の
記
録
の
前
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
は
、
塔
頭
真
福
寺
の
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩
の
功
徳
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
浄
書
本
で
は
そ
れ
を
略
し
、「
次
ニ
本
尊
功
徳
経
説
を
述
る
一
紙
ア
リ
略
之
」
と
記
す
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
注
記
は
他
に
も
醍
醐
寺
庵
地
の
記
載
順
序
の
変
更
を
示
す
漢
数
字
の
書
き
入
れ
（
一
七
丁
表
）、「
蓬
庵
様
」
右
傍
の
「
ケ
ツ
字
ス
ベ
シ
」
の
書
き
入
れ
（
二
〇
丁
表
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
エ
〜
ク
は
、
末
寺
本
尊
の
記
述
の
書
き
出
し
部
分
を
統
一
す
る
た
め
の
訂
正
で
あ
る
。﹇
﹈
内
の
「
安
置
し
奉
る
」
等
が
墨
に
て
削
除
さ
れ
る
。
こ
こ
に
取
り
出
し
た
円
福
寺
な
ど
五
寺
院
以
外
の
寺
院
で
は
、
持
福
寺
「
一
本
尊
薬
師
如
来
」、
宝
聚
寺
「
一
本
尊
「
無﹇
×
遍
﹈
辺
身﹇
×
如
来
﹈
菩
薩
〈
地
国伝山地蔵寺蔵『國傳山并末寺寺家成立由緒支配宮等書上草案』 ――解説と翻字本文――
―１７１―
蔵
菩
薩
異
名
〉」（「
無﹇
×
遍
﹈
辺
身﹇
×
如
来
﹈
菩
薩
〈
地
蔵
菩
薩
異
名
〉」
は
﹇
地
蔵
菩
薩
﹈
を
墨
に
て
削
除
し
、
初
そ
の
右
傍
に
墨
書
さ
れ
る
）、
宝
蔵
寺
「
一
本
尊
寺
蔵
菩
薩
」、
桂
林
寺
「
一
本
堂
本
尊
二
間
觀
﹇
音
﹈
世
音
菩
薩
座
像
」（﹇
音
﹈
を
墨
に
て
削
除
）
と
あ
る
。
エ
〜
ク
の
訂
正
に
よ
っ
て
、
末
寺
本
尊
の
記
述
に
お
け
る
書
き
出
し
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
編
集
・
修
正
執
筆
に
あ
た
っ
て
宥
義
は
、
末
寺
寺
院
か
ら
の
報
告
を
忠
実
に
書
写
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
本
書
全
体
の
書
式
統
一
を
図
る
た
め
の
修
正
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
記
録
内
容
本
書
は
、
本
寺
で
あ
る
国
伝
山
地
蔵
寺
に
つ
い
て
、
①
成
立
・
由
緒
沿
革
、
②
本
尊
霊
験
、
③
宝
物
（
棟
札
・
御
判
物
等
）、
④
宝
物
（
仏
像
・
絵
画
）、
⑤
現
況
、
⑥
寺
内
鎮
守
・
支
配
宮
が
記
さ
れ
る
。
次
い
で
、
塔
頭
（
寺
家
）
六
寺
院
（
阿
弥
陀
寺
・
薬
師
寺
・
観
音
寺
・
宝
生
寺
・
般
若
寺
・
真
福
寺
）に
つ
い
て
の
成
立
・
由
緒
等
が
記
さ
れ
、
最
後
に
末
寺
九
寺
院（
円
福
寺
・
福
成
寺
・
醍
醐
寺
・
田
林
寺
・
正
福
寺
・
持
福
寺
・
宝
聚
寺
・
宝
蔵
寺
・
桂
林
寺
）
の
成
立
・
由
緒
等
を
記
す
。
以
下
、
記
載
の
順
に
そ
の
内
容
を
概
観
し
、
本
書
『
草
案
』
の
資
料
的
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
。
（
1
）
国
伝
山
地
蔵
寺
①
成
立
・
由
緒
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
着
手
し
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
編
纂
を
遂
げ
た
地
誌
『
阿
波
志
』
に
は
、
国
伝
山
地
蔵
寺
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。
在
小
松
島
。
采
地
二
石
八
斗
餘
。
天
正
七
年
十
二
月
、
吉
成
長
久
、
高
市
正
見
連
署
、
捨
地
八
百
歩
。
元
和
二
年
十
月
、
命
山
内
松
軒
、
寺
澤
六
右
衛
門
、
爲
除
地
。
寛
永
十
七
年
九
月
、
亦
命
釋
宥
傳
如
故
。
又
有
觀
音
寺
、
阿
彌
陀
寺
、
寶
性
寺
、
眞
福
寺
、
藥
師
寺
、
般
若
寺
。
六
宇
並
隷
地
藏
寺
。
『
阿
波
志
』
に
は
、
免
税
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
十
二
月
の
吉
成
長
久
・
高
市
正
見
に
よ
る
捨
地
、
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
の
除
地
、
寛
永
十
七
（
一
六
四
〇
）
年
の
免
税
の
件
が
記
録
さ
れ
る
。
本
書
で
は
、
弘
法
大
師
に
よ
っ
て
嵯
峨
帝
の
世
に
開
創
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
本
尊
・
脇
侍
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ
る
。
ま
た
、
免
税
に
関
す
る
記
述
の
ほ
か
、
蜂
須
賀
家
政
の
恩
遇
な
ど
、『
阿
波
志
』
よ
り
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
正
七
年
十
二
月
八
日
に
当
時
の
領
主
で
あ
っ
た
吉
成
對
馬
守
長
久
、
高
市
伊
賀
守
正
見
が
、
亡
父
常
信
の
追
福
の
た
め
に
境
内
八
百
歩
の
免
税
を
行
っ
た
こ
と
を
始
め
、
慶
長
年
間
に
蜂
須
賀
家
政
（
蓬
庵
公
）
に
よ
っ
て
門
主
南
北
八
院
の
一
つ
と
さ
れ
た
こ
と
、
当
時
の
住
職
宥
傳
が
家
政
の
恩
寵
を
得
、
国
伝
山
地
蔵
寺
へ
家
政
が
し
ば
し
ば
来
遊
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
元
和
二
年
十
月
六
日
に
は
、
塔
頭
六
院
の
境
内
を
あ
わ
せ
て
免
税
地
と
な
っ
た
こ
と
、
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
十
二
月
二
十
一
日
に
は
、
藩
か
ら
材
木
を
得
て
本
堂
・
方
丈
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
、
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
二
月
に
宥
傳
が
上
人
位
を
得
た
こ
と
に
対
し
て
、
家
政
か
ら
賀
書
と
白
銀
を
賜
っ
た
こ
と
、
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
に
は
、
避
雨
障
子
七
枚
を
賜
っ
た
こ
と
、
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
五
月
二
十
三
日
に
は
、
福
聚
院
殿
（
蜂
須
賀
正
勝
）
五
十
回
忌
追
薦
の
た
め
に
白
銀
を
賜
っ
た
こ
と
、
寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）
年
に
、
護
法
神
の
社
地
を
賜
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
記
録
の
証
と
な
る
文
書
（
御
判
物
）
に
つ
い
て
は
、
棟
札
の
記
録
の
後
に
そ
の
写
し
が
録
さ
れ
る
。
②
本
尊
霊
験
塔
頭
寺
院
の
寺
号
（
古
号
）、
末
寺
の
寺
号
（
所
在
地
）
が
記
さ
れ
た
後
、「
本
尊
霊
験
略
記
」
が
記
さ
れ
る
。
国
伝
山
地
蔵
寺
本
尊
の
霊
験
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
献
と
し
て
は
、
本
書
『
草
案
』
よ
り
六
十
年
後
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
書
写
の
『
當
院
本
尊
縁
起
』
が
蔵
さ
れ
て
（
注
5
）
い
る
。
本
尊
の
霊
験
に
か
か
わ
る
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
参
考
と
し
て
以
下
に
紹
介
す
る（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
／
は
改
行
を
示
す
）。
抑
當
所
に
安
置
し
奉
る
地
蔵
菩
薩
ハ
、
當
院
の
本
尊
に
し
て
／
弘
法
大
師
の
御
作
な
り
。
天
正
七
年
三
好
公
御
信
仰
に
依
て
／
境
内
免
許
の
地
と
な
り
、
續
て
慶
長
已
来
、
蜂
須
賀
家
の
／
御
先
君
瑞
雲
院
様
御
帰
依
ま
し
ま
し
て
、
元
和
弐
年
の
頃
、
／
仁
王
門
建
立
在
ら
せ
ら
れ
し
よ
り
已
来
、
堂
宇
敗
頽
な
く
、
／
今
に
歴
代
た
り
。
扨
此
地
蔵
菩
薩
の
御
利
益
を
／
尋
る
に
、
水
火
資
難
の
憂
を
除
き
、
病
難
を
救
ひ
、
／
安
産
の
化
益
を
施
し
玉
ふ
と
な
り
。
或
夜
、
し
き
り
に
／
和
尚
を
呼
ふ
声
、
本
堂
に
＊
1當
り（
マ
マ
）
し
怪
し
み
行
て
見
る
に
、
／
資
賊
此
尊
像
を
負
擔
奉
り
し
侭
、
身
体
木
石
の
如
く
／
噤
み
、
只
紅
の
泪
を
流
せ
り
。
和
原 卓 志
―１７２―
尚
驚
い
て
本
尊
の
霊
誡
を
／
ゆ
る
め
、
賊
に
＊
2教
誡
を
加
え
て
去
ら
し
む
。
又
或
時
、
鼠
出
て
／
日
々
の
供
物
を
荒
ら
し
け
れ
ハ
、
小
僧
白
地
に
本
尊
の
／
威
霊
な
き
を
そ
し
る
。
翌
日
、
堂
に
入
れ
ハ
、
錫
杖
の
下
に
／
悪
鼠
を
拄
へ
玉
ふ
。
見
る
者
膽
に
銘
し
、
聞
く
者
信
を
増
せ
り
。
／
當
時
よ
り
し
て
、
鼠
突
の
地
蔵
尊
と
申
奉
る
。
か
ゝ
る
／
霊
驗
著
し
き
本
尊
な
れ
ハ
、
近
ふ
よ
り
て
御
拜
を
な
さ
れ
。
明
治
廿
七
年
旧
三
月
縮
寫
す
中
津
峯
山
開
扉
之
砌
綴
写
之
廿
三
葉
宥
性
注
＊
1
…
「
當
り
」
は
貼
紙
に
墨
書
さ
れ
る
。
貼
紙
下
の
文
字
未
詳
。
＊
2
…
「
教
誡
」
は
貼
紙
に
墨
書
さ
れ
る
。
貼
紙
下
の
文
字
未
詳
。
『
當
院
本
尊
縁
起
』
書
写
の
際
の
親
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
を
知
ら
な
い
。
親
本
が
失
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
天
保
五
年
当
時
、
国
伝
山
地
蔵
寺
本
尊
に
関
す
る
霊
験
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
上
で
、
本
書
『
草
案
』
は
貴
重
な
資
料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。③
宝
物
（
棟
札
・
御
判
物
等
）
本
書
『
草
案
』
で
は
「
重
具
類
」
と
し
て
ま
ず
、
本
堂
棟
札
・
仁
王
門
棟
札
が
写
さ
れ
る
。
本
堂
棟
札
は
、
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
十
一
月
の
本
堂
棟
上
げ
の
も
の
で
あ
り
、
代
官
と
し
て
山
内
松
軒
、
寺
沢
六
右
衛
門
の
名
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
書
「
国
伝
山
地
蔵
寺
記
」
の
「
同
（
元
和
）
六
年
十
二
月
廿
一
日
、
賜
テ二
官
材
一
、
造
二
―
營
ス
本
堂
及
方
丈
ヲ一
。
山
内
松
軒
、
寺
沢
六
右
衛
門
、
司
レ
之
。」
と
い
う
記
述
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
仁
王
門
棟
札
か
ら
は
、
仁
王
門
が
寛
永
十
四
（
一
六
三
七
）
年
六
月
に
蜂
須
賀
家
政
（
蓬
庵
）
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
続
い
て
、
天
正
七
年
の
「
三
好
公
御
書
寫
」、
元
和
二
年
十
月
の
「
蓬
庵
様
御
書
寫
」、（
元
和
七
年
）
二
月
の
「
同
（
蓬
庵
様
御
書
寫
）」、
年
代
未
詳
二
月
「
同
（
蓬
庵
様
御
書
寫
）」、
元
和
六
年
の
銀
子
請
取
状
、
寛
永
十
七
年
の
「
天
庸
様
御
書
之
寫
」
が
記
さ
れ
、「
殺
生
禁
断
被
仰
付
書
写
」
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
六
月
お
よ
び
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
六
月
の
覚
が
記
さ
れ
る
。
更
に
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
五
月
の
「
文
政
二
年
従
嵯
峨
御
所
院
室
兼
帯
被
仰
附
候
御
令
紙
之
寫
」
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
三
好
公
御
書
寫
」
か
ら
「
殺
生
禁
断
被
仰
付
書
写
」
ま
で
の
御
判
物
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
ほ
か
に
も
幾
つ
か
の
写
し
が
伝
え
ら
れ
て
（
注
6
）
い
る
が
、
原
本
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
寅
年
の
大
地
震
時
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
と
い
う
。
原
本
が
焼
失
し
た
現
在
、
最
も
古
い
写
し
と
し
て
、
本
書
『
草
案
』
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、焼
失
時
の
事
情
に
つ
い
て
は
、以
下
の
よ
う
な
記
述
が
（
注
7
）
あ
る
（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。
な
お
、
こ
の
時
の
国
伝
山
地
蔵
寺
住
職
は
宥
宝
で
（
注
8
）
あ
り
、
寅
年
の
大
地
震
と
は
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
十
一
月
の
南
海
地
震
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
右
奉
始
、
御
書
類
什
物
等
、
拙
僧
高
野
山
江
登
山
仕
候
ニ
付
、
井
上
左
馬
之
助
方
江
預
置
御
座
候
處
、
去
ル
寅
年
大
地
震
大
變
之
砌
、
焼
失
仕
候
。
其
節
、
不
取
敢
御
郡
代
所
江
御
案
内
申
上
置
候
。
以
上
。
④
宝
物
（
仏
像
・
絵
画
）
御
判
物
に
次
い
で
、
仏
像
・
仏
画
な
ど
の
寺
宝
が
列
挙
さ
れ
る
。
国
伝
山
地
蔵
寺
に
は
、
所
蔵
什
物
の
記
録
と
し
て
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
中
興
八
代
実
宥
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
代
々
什
物
扣
帳
』
が
（
注
9
）
あ
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
什
物
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
冒
頭
の
仏
画
部
分
を
掲
げ
る
。
句
読
点
、
○
印
は
引
用
者
に
よ
る
）。
隨
一
什
物
無
上
珍
物
一
涅
槃
像
一
幅
壱
箱
一
兩
界
曼
荼
羅
二
幅
壱
箱
但
右
弐
品
、
先
師
尊
宥
修
覆
被
仕
候
。
繪
□
表
具
屋
見
分
可
為
嶋
繪
之
／
旨
申
也
。
〇
一
跳
不
動
弘
法
大
師
筆
一
幅
壱
箱
六
代
以
前
宥
弁
上
人
御
病
氣
之
節
、
／
不
思
議
段
々
有
之
候
旨
申
傳
候
也
。
〇
一
五
大
尊
弘
法
大
師
筆
一
幅
〇
一
ヤ
ケ
十
一
面
観
音
一
幅
代
々
言
傳
有
。
恵
心
ノ
筆
ト
云
。
〇
一
坐
像
不
動
一
幅
智
勝
大
師
ノ
筆
ト
云
。
〇
一
立
像
不
動
一
幅
タ
ク
マ
ノ
筆
ト
云
。
一
十
王
十
佛
一
幅
天
竺
繪
カ
ト
云
。
唐
繪
ト
ハ
人
形
モ
カ
ハ
リ
、
／
繪
絹
モ
違
候
旨
申
也
。
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右
、
実
宥
南
海
修
覆
い
た
し
申
。
〇
一
五
大
尊
一
幅
智
勝
大
師
筆
〇
一
弘
法
大
師
一
幅
御
自
筆
ト
申
也
。
右
弐
幅
ハ
実
宥
南
海
自
物
ニ
而
／
候
へ
と
も
、
廿
九
年
之
住
居
之
印
シ
、
代
々
／
之
什
物
ニ
付
置
申
者
也
。
一
八
祖
八
幅
一
十
二
天
十
二
幅
（
以
下
省
略
）
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、『
代
々
什
物
扣
帳
』
に
は
「
涅
槃
像
」
か
ら
「
十
二
天
」
ま
で
の
十
二
点
の
仏
画
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
書
『
草
案
』
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
仏
画
は
、
〇
印
を
付
し
た
「
跳
不
動
」
を
は
じ
め
と
す
る
七
点
で
あ
る
（
こ
の
う
ち
「
立
像
不
動
」
「
五
大
尊
」「
弘
法
大
師
」
の
三
点
は
、
作
者
の
名
が
異
な
っ
て
い
る
）。
こ
れ
ら
以
外
の
「
涅
槃
像
」「
兩
界
曼
荼
羅
」「
十
王
十
佛
」「
八
祖
」「
十
二
天
」
に
つ
い
て
は
、
正
徳
二
年
か
ら
天
保
五
年
ま
で
の
百
年
ほ
ど
の
間
に
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、『
代
々
什
物
扣
帳
』
に
見
え
な
い
仏
画
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
国
伝
山
地
蔵
寺
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
（
注
10
）
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
伝
山
地
蔵
寺
に
伝
わ
る
仏
像
・
絵
画
の
出
入
り
な
ど
の
変
遷
を
跡
付
け
る
う
え
で
も
、
本
書
『
草
案
』
は
『
代
々
什
物
扣
帳
』
と
と
も
に
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
⑤
現
況
天
保
五
年
当
時
に
お
け
る
国
伝
山
地
蔵
寺
の
現
況
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
寺
内
の
御
免
地
の
面
積
と
石
高
、
御
目
見
寺
で
あ
る
こ
と
、
郡
代
の
支
配
に
か
か
る
こ
と
、
中
興
の
長
見
か
ら
現
住
の
宥
義
ま
で
十
九
代
続
い
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
⑥
寺
内
鎮
守
・
支
配
宮
寺
内
鎮
守
と
し
て
、
七
社
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
淨
書
本
で
の
記
載
順
を
変
更
す
る
た
め
の
漢
数
字
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
順
序
が
何
に
基
づ
く
の
か
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
支
配
宮
に
つ
い
て
は
、
国
伝
山
地
蔵
寺
の
支
配
宮
と
と
も
に
、
導
師
の
み
を
務
め
る
宮
を
列
挙
す
る
。
国
伝
山
地
蔵
寺
支
配
の
宮
は
小
松
島
浦
根
井
の
蛭
子
大
明
神
を
は
じ
め
九
社
で
あ
る
。
別
当
寺
院
と
し
て
般
若
寺
・
持
福
寺
・
宝
蔵
寺
・
田
林
寺
・
醍
醐
寺
・
福
成
寺
・
円
福
寺
を
記
す
も
の
が
八
社
、
神
主
と
し
て
武
辻
伊
豆
・
建
島
長
大
夫
・
冨
川
石
見
・
六
大
（
注
11
）
夫
を
記
す
も
の
六
社
、
大
教
院
・
快
長
院
・
宮
（
注
12
）
坊
と
い
っ
た
修
験
者
・
山
伏
の
支
配
す
る
五
社
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
（
2
）
塔
頭
（
寺
家
）
六
寺
院
国
伝
山
地
蔵
寺
の
塔
頭
六
寺
院
に
つ
い
て
、
①
所
在
地
、
山
号
・
院
号
・
寺
号
、
本
尊
、
②
草
創
年
代
、
古
号
、
境
内
面
積
、
石
高
、
中
興
開
基
僧
な
ど
、
③
寺
内
鎮
守
、
④
御
判
物
・
宝
物
の
所
持
と
い
っ
た
情
報
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
①
〜
④
を
そ
れ
ぞ
れ
一
条
ご
と
に
分
割
し
て
整
然
と
し
た
順
序
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
真
福
寺
だ
け
は
、
①
②
を
あ
わ
せ
て
一
条
の
中
に
述
べ
、
本
尊
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。
ま
た
、
③
寺
内
鎮
守
に
つ
い
て
の
条
も
な
い
。
こ
れ
は
、
真
福
寺
の
記
録
に
付
さ
れ
た
「
掻
上
山
縁
起
」
の
中
に
、
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩
の
由
来
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
、
鎮
守
で
あ
る
住
吉
大
明
神
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
複
を
避
け
る
た
め
に
意
図
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。塔
頭
六
寺
院
は
、
明
治
三
十
五
年
の
宝
生
寺
を
最
後
と
し
て
、
い
ず
れ
も
国
伝
山
地
蔵
寺
と
合
（
注
13
）
併
し
、
現
在
は
明
治
三
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
寺
籍
以
外
に
そ
の
記
録
の
ほ
と
ん
ど
が
残
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
本
書
の
記
録
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
「
掻
上
山
縁
起
」
は
、
真
福
寺
の
本
尊
を
海
中
よ
り
取
り
上
げ
た
経
緯
や
山
号
・
院
号
の
由
来
を
知
る
上
で
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
（
3
）
末
寺
九
寺
院
国
伝
山
地
蔵
寺
の
末
寺
九
寺
院
に
つ
い
て
、
①
所
在
地
、
山
号
・
院
号
・
寺
号
な
ど
、
②
本
尊
、
脇
侍
、
③
草
創
年
代
、
由
緒
沿
革
、
中
興
開
基
僧
な
ど
、
④
支
配
宮
、
⑤
御
判
物
・
宝
物
の
所
持
、
御
目
見
寺
院
か
否
か
と
い
う
情
報
を
記
録
す
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
塔
頭
寺
院
の
場
合
と
同
様
に
①
〜
⑤
を
そ
れ
ぞ
れ
一
条
ご
と
に
分
割
し
て
、
こ
の
順
に
記
述
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
塔
頭
寺
院
の
よ
う
に
整
然
と
し
た
順
序
・
記
述
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
福
成
寺
の
場
合
に
は
、
③
の
一
条
の
中
に
、
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
七
月
の
洪
水
に
よ
っ
て
寺
の
旧
記
を
紛
失
し
た
こ
と
を
記
す
が
、
醍
醐
寺
の
場
合
に
は
、
⑤
の
一
条
原 卓 志
―１７４―
中
に
宝
暦
十
四（
一
七
六
四
）年
二
月
の
火
災
に
よ
っ
て
寺
の
旧
記
を
焼
失
し
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
、
醍
醐
寺
は
、
④
支
配
宮
を
記
述
し
た
一
条
の
後
に
、
さ
ら
に
二
条
を
付
し
て
、
支
配
庵
地
と
そ
の
由
緒
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
宝
蔵
寺
の
場
合
に
は
、
②
③
を
あ
わ
せ
て
一
条
の
中
に
記
述
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
条
中
に
旧
記
の
類
い
を
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
こ
と
を
記
す
。
桂
林
寺
で
は
、
①
の
一
条
で
、
桂
林
寺
が
も
と
禅
宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
、
禅
宗
寺
院
の
開
基
僧
、
禅
宗
寺
院
と
し
て
の
沿
革
を
述
べ
る
。
②
の
一
条
で
は
、
桂
林
寺
が
真
言
宗
寺
院
に
な
っ
た
経
緯
、
真
言
宗
開
基
僧
お
よ
び
真
言
宗
寺
院
と
し
て
の
沿
革
を
述
べ
、
③
の
一
条
で
、
桂
林
寺
本
尊
と
脇
侍
に
つ
い
て
述
べ
る
と
い
う
順
に
記
載
さ
れ
る
。
し
か
し
、
②
条
と
③
条
の
冒
頭
の
「
一
」
字
右
傍
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
後
」「
初
」
と
墨
書
し
、
浄
書
本
で
は
記
載
順
を
変
更
し
て
、
①
・
③
・
②
の
順
に
記
す
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
末
寺
九
寺
院
の
間
で
、
記
載
内
容
と
記
載
の
順
序
が
原
則
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
末
寺
寺
院
に
報
告
を
求
め
た
際
に
、
記
載
内
容
ご
と
に
条
に
分
割
し
、
①
か
ら
⑤
の
順
に
書
き
記
す
よ
う
、
そ
の
書
式
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
書
式
は
大
雑
把
な
も
の
で
、
旧
記
の
有
り
無
し
な
ど
の
細
か
な
内
容
を
ど
の
条
に
記
載
す
る
の
か
、
各
条
を
ど
の
よ
う
な
文
言
を
用
い
て
書
き
起
こ
す
の
か
な
ど
、
詳
細
な
記
述
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
各
寺
の
住
職
に
任
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
各
末
寺
に
関
す
る
記
述
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
注
目
す
べ
き
内
容
が
含
ま
れ
る
。
円
福
寺
に
つ
い
て
、『
阿
波
志
』
で
は
「
在
日
開
野
村
。
隷
小
松
島
地
藏
寺
」
と
記
載
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
書
『
草
案
』
は
か
な
り
詳
し
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
書
の
「
權
大
僧
都
＊﹇
法
印
﹈
快
傳
、
寛
文
十
二
子
十
月
九
日
寂
。
當
山
中
興
之
先
住
ニ
而
御
座
候
。
其
後
之
先
住
快
乗
、
當
村
藤
樹
寺
中
興
開
基
仕
、
當
寺

彼
寺
へ
隠
居
仕
申
候
。
右
快
傳
、
快
乗
共
、
藤
樹
寺
先
住
ニ
而
御
座
候
」（
＊
﹇
法
印
﹈
を
墨
に
て
削
除
）（
一
五
丁
裏
）
と
い
う
記
述
は
、
藤
樹
寺
の
中
興
開
基
を
快
乗
と
す
る
な
ど
の
点
で
興
味
（
注
14
）
深
い
。
福
成
寺
も
、『
阿
波
志
』
で
は
「
在
田
浦
村
。
隷
小
松
島
地
藏
寺
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。『
勝
浦
郡
志
』
に
は
、
洪
水
の
た
め
に
移
転
し
た
経
緯
を
示
す
記
録
を
収
載
し
て
（
注
15
）
い
る
。
本
書
の
記
述
の
方
が
簡
潔
で
あ
る
が
、『
勝
浦
郡
志
』
収
載
記
録
に
は
、
本
書
『
草
案
』
に
記
さ
れ
る
先
師
の
墓
所
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
醍
醐
寺
は
『
阿
波
志
』
に
「
在
飯
谷
村
。
隷
地
藏
寺
」
と
記
載
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
本
書
の
記
述
は
、
そ
の
沿
革
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
醍
醐
寺
支
配
の
六
庵
の
記
録
も
興
味
（
注
16
）
深
い
。
田
林
寺
に
つ
い
て
は
『
阿
波
志
』
に
「
亦
在
本
莊
村
紀
重
遠
城
址
。
隷
小
松
島
地
藏
寺
」
と
あ
る
。『
勝
浦
郡
志
』
で
は
、
恵
義
に
よ
っ
て
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
に
開
山
さ
れ
た
と
（
注
17
）
す
る
が
、
本
書
『
草
案
』
一
七
丁
裏
で
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
記
録
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
開
基
は
宥
嚴
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
恵
義
に
つ
い
て
は
、
恵
義
以
降
の
住
持
の
名
を
記
し
た
石
碑
が
あ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
開
基
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
田
林
寺
の
由
緒
・
沿
革
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
記
録
で
あ
る
。
開
基
之
年
限
＊
1﹇
慥
ニ
﹈
相
分
り
不
申
。＊
2﹇
□
□
﹈
石
碑
＊
3﹇
等
﹈
も
無
御
座
候
へ
共
、
＊
4「
古
キ
」
墓
跡
二
ヶ
所
有
之
。
彼
所
ヲ
開
基
先
師
＊
5﹇
□
﹈
＊
6「
宥
嚴
、
宥﹇
×
并
﹈
喜
﹇
と
申
候
﹈
の
墓
所
と
」
申
傳
へ
、
七
日
ヲ
命
日
ニ
相
定
メ
、＊
7﹇
往
﹈
古
来
よ
り
香
花
回
向
等
仕
来
申
候
。
＊
8「
但
」
寛
文
＊
9「
九
」
年
﹇
×
中
之
﹈
酉
十
月
廿
三
日
寂
仕
候
先
住
惠（
マ
マ
）
儀
よ
り
已
来
、
石
碑
等
□
□
有
之
、
拙
僧
迄
十
代
ニ
罷
成
申
候
。
＊
1
…
﹇
慥
ニ
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
□
□
﹈
は
、
某
字
二
字
が
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
等
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
「
古
キ
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
5
…
﹇
□
﹈
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
6
…
「
宥
嚴
、
宥﹇
×
并
﹈
喜
﹇
と
申
候
﹈
の
墓
所
と
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
但
し
、﹇
と
申
候
﹈
は
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
往
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
「
但
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
9
…
「
九
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
な
お
、
田
林
寺
の
隆
臺
に
つ
い
て
、『
勝
浦
郡
志
』
で
は
、
田
林
寺
住
職
と
し
て
記
載
さ
れ
な
い
が
、
如
意
輪
寺
の
項
目
に
、
如
意
輪
寺
十
六
世
隆
臺
が
田
林
寺
か
ら
転
住
し
た
旨
の
記
述
が
あ
る（
四
一
三
頁
）。
天
保
五
年
当
時
の
田
林
寺
住
職
は
隆
臺
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
正
福
寺
に
つ
い
て
は
、『
阿
波
志
』
に
「
在
西
塚
村
。
亦
隷
小
松
島
地
藏
寺
」
と
あ
る
。
ほ
か
に
、
正
福
寺
の
沿
革
と
代
々
住
職
に
つ
い
て
は
、
久
次
米
英
夫
氏
の
『
正
福
寺
三
遷
記
念
史
碑
』（
以
下
『
三
遷
碑
』
と
略
す
）
お
よ
び
「
徳
島
市
勝
占
町
半
谷
真
言
宗
天
霊
山
正
福
寺
累
世
統
」（
以
下
「
累
世
統
」
と
略
す
）
が
あ
る
。
そ
の
久
次
米
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
正
福
寺
の
創
建
は
正
保
二
年
で
あ
り
、
第
一
世
と
し
て
椿
泊
の
福
蔵
寺
か
ら
宥
清
が
迎
え
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
（
注
18
）
い
る
。
本
書
『
草
案
』
で
中
興
開
基
と
す
る
権
大
僧
都
快
山
阿
闍
梨
国伝山地蔵寺蔵『國傳山并末寺寺家成立由緒支配宮等書上草案』 ――解説と翻字本文――
―１７５―
（
某
年
十
二
月
二
十
八
日
寂
）
は
、「
累
世
統
」
の
第
三
世
権
大
僧
都
法
印
快
算
上
人
（
享
保
三
年
七
月
二
十
八
日
寂
）
に
あ
た
る
。
快
算
（
快
山
）
の
墓
所
に
つ
い
て
、
本
書
『
草
案
』
で
「
寺
内
ニ
廟
所
有
／
之
候
得
共
、
石
碑
無
之
」
と
さ
れ
る
の
は
、「
累
世
統
」
に
、
快
算
が
名
西
郡
芝
原
村
威
徳
院
へ
転
住
し
た
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
創
建
時
の
所
在
地
で
あ
る
田
中
（『
三
遷
碑
』
に
よ
れ
ば
「
松
成
在
庄
」）
か
ら
の
一
回
目
の
移
転
時
期
に
つ
い
て
、『
三
遷
碑
』
で
は
寛
延
年
間
（
一
七
四
八
〜
一
七
五
〇
）
と
さ
れ
る
が
、
本
書
『
草
案
』
で
は
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
と
あ
る
な
ど
、
更
な
る
検
討
材
料
も
提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
久
次
米
氏
の
研
究
で
は
言
及
さ
れ
な
い
、
弘
法
大
師
に
由
来
し
た「
蚊
覆
之
寺
」
の
伝
承
や
「
八
万
宮
」
の
記
録
は
、
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
な
お
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
、
か
か
る
報
告
書
を
提
出
し
た
正
福
寺
の
霊
信
は
、「
累
世
統
」
に
は
住
職
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
第
十
四
世
阿
闍
梨
長
剛
は
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
寂
し
、
第
十
五
世
阿
闍
梨
隆
禪
は
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
二
回
目
の
移
転
を
完
了
さ
せ
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
九
月
に
寂
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
長
剛
の
後
、
隆
禪
の
前
に
、
長
剛
の
弟
子
で
あ
（
注
19
）
っ
た
霊
信
が
住
持
す
る
時
期
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
持
福
寺
は
、『
阿
波
志
』
に
「
在
大
松
村
。
隷
小
松
島
地
藏
寺
」
と
記
載
さ
れ
る
。
本
書
で
も
そ
の
記
録
は
多
く
な
い
が
、
持
福
寺
に
関
す
る
資
料
が
乏
し
い
中
、
本
書
は
貴
重
な
記
録
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
宝
聚
寺
に
つ
い
て
、
本
書
『
草
案
』
の
記
述
は
『
阿
波
志
』
の
記
載
「
在
江
田
村
。
亦
隷
小
松
島
地
藏
寺
」を
補
足
す
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
中
興
開
基
に
つ
い
て
、『
勝
浦
郡
志
』
に
は
「
開
山
以
來
の
歴
住
は
開
山
權
大
僧
都
増
意
（
寛
永
十
一
年
寂
）
二
代
仝
快
尊
（
寛
文
十
二
年
）
…
」
と
（
注
20
）
あ
る
が
、
本
書
で
は
中
興
開
基
を
快
尊
と
し
、
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
三
月
寂
と
す
る
と
い
っ
た
違
い
が
あ
る
。
宝
蔵
寺
に
つ
い
て
の
本
書
の
記
録
は
、『
阿
波
志
』
の
「
在
中
郷
村
。
一
稱
豊
林
院
。
前
有
日
吉
祠
。
安
豊
太
閤
像
。
寛
永
十
二
年
釋
龍
嚴
居
此
賜
手
書
。
今
隷
小
松
島
地
藏
寺
」
と
い
う
記
述
を
詳
細
に
補
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
な
る
。
な
お
、
本
書
『
草
案
』
に
触
れ
ら
れ
る
「
疱
瘡
神
之
小
社
」に
つ
い
て
は
、
寛
政
年
間
に
紀
州
伊
都
郡
の
猟
師
の
家
か
ら
迎
え
た
こ
と
が『
勝
浦
郡
志
』
に
説
か
（
注
21
）
れ
る
。
な
お
、
宝
蔵
寺
雄
州
に
つ
い
て
は
、『
勝
浦
郡
志
』
の
宝
蔵
寺
歴
代
先
住
の
中
に
は
見
え
な
い
。
桂
林
寺
に
つ
い
て
、『
阿
波
志
』
に
は
「
在
中
田
村
。
以
釋
周
勝
爲
祖
。
源
持
常
重
造
。
安
觀
音
像
。
捨
田
二
百
石
及
林
。
釋
原
古
亦
居
。
既
而
廢
絶
。
元
和
中
釋
長
俊
重
造
。
長
俊
備
前
人
。
所
傳
有
法
華
經
。
持
常
所
捨
。
寛
文
中
隷
小
松
島
地
藏
寺
。
地
三
百
歩
。
除
其
税
。
舊
有
子
院
十
、
曰
能
滿
寺
、
曰
仙
光
寺
、
曰
般
若
院
、
曰
東
光
坊
、
曰
成
願
寺
、
曰
成
見
寺
、
曰
圓
福
寺
、
曰
明
音
寺
、
曰
東
善
寺
、
曰
龍
藏
寺
。
相
傳
龍
藏
寺
。
有
辨
財
天
女
祠
。
今
金
磯
所
置
是
也
」
と
あ
る
。
元
は
禅
宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
長
春
（
長
俊
）
に
よ
っ
て
真
言
宗
寺
院
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
本
書
に
も
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、『
阿
波
志
』
を
補
う
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
む
す
び
地
方
寺
院
の
成
立
・
沿
革
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
書
・
記
録
類
、
ま
た
、
地
方
寺
院
に
止
住
し
た
僧
侶
た
ち
の
修
行
・
修
学
を
跡
づ
け
る
聖
教
・
典
籍
類
は
、
長
い
年
月
を
経
る
う
ち
に
、
度
重
な
る
天
災
・
人
災
を
蒙
り
、
虫
害
に
さ
ら
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
多
く
が
失
わ
れ
て
き
た
。
残
さ
れ
た
資
料
も
、
公
的
機
関
に
収
蔵
さ
れ
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
資
料
は
少
な
く
、
人
目
に
触
れ
ず
、
研
究
資
料
と
し
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
箱
底
に
眠
っ
た
ま
ま
の
資
料
は
多
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
眠
っ
て
い
た
文
献
資
料
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
資
料
的
な
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、
研
究
資
料
と
し
て
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
、
国
伝
山
地
蔵
寺
所
蔵
の
『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』
を
取
り
上
げ
た
。
本
書
の
編
集
・
執
筆
の
背
景
、
記
録
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
知
見
を
補
い
、
再
検
討
す
べ
き
問
題
点
を
提
供
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
基
礎
的
な
研
究
資
料
と
し
て
、
全
文
を
翻
刻
し
た
。
か
か
る
調
査
研
究
は
、
手
間
と
時
間
を
要
す
る
地
味
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
疎
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
調
査
研
究
で
あ
る
。
従
来
、
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
文
献
群
に
資
料
的
な
価
値
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
後
も
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。注
（
1
）
本
書
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
平
川
恵
実
子
編
『
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
目
録
〔
索
引
〕』（
平
成
二
十
七
年
三
月
）
所
載
「
所
蔵
文
献
目
録
追
補
（
第
61
箱
）」
参
照
。
ま
た
、
高
田
豊
輝
編
著
『
徳
島
の
歴
史
民
俗
研
究
録
』（
平
成
原 卓 志
―１７６―
二
十
三
年
九
月
）
所
載
「
吉
成
出
雲
守
に
関
す
る
史
料
」（
四
二
頁
）
に
本
書
の
一
部
分
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
2
）
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
平
川
恵
実
子
編
『
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』（
平
成
二
十
五
年
三
月
）、
箱
外
別
置
1
参
照
。
（
3
）
た
だ
し
、
天
保
五
年
の
十
月
以
前
に
、
徳
島
藩
が
こ
の
よ
う
な
調
査
報
告
を
命
じ
た
と
い
う
記
録
に
つ
い
て
は
見
出
し
得
て
い
な
い
。
今
後
、
さ
ら
に
調
査
を
要
す
る
。
（
4
）
勝
浦
郡
教
育
会
編
『
勝
浦
郡
志
』（
昭
和
四
十
七
年
九
月
再
版
、
名
著
出
版
）
三
五
七
・
三
五
八
頁
。
田
林
寺
旧
記
と
称
さ
れ
る
原
本
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。
（
5
）
本
書
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
平
川
恵
実
子
編
『
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』（
平
成
二
十
五
年
三
月
）
所
載
18
箱
20
参
照
。
書
写
し
た
宥
性
は
、『
先
師
并
日
牌
月
牌
過
去
帳
』（
注
（
2
）
文
献
）
に
「
二
十
二
代
阿
闍
梨
宥
性
上
人
昭
和
十
二
年
一
月
三
十
一
日
渋
野
長
谷
寺
示
寂
。
長
谷
寺
一
代
」
と
あ
る
。
（
6
）
御
判
物
の
写
し
と
し
て
、
以
下
の
資
料
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
①
『
御
判
物
寫
』（
42
箱
22
（
3
））
に
は
、「
三
好
公
御
書
寫
」（
天
正
七
年
）、「
蓬
庵
様
御
書
寫
」（
元
和
二
年
十
月
）、「
天
庸
様
御
書
之
寫
」（
寛
政
十
七
年
）
が
記
載
さ
れ
る
。
②
『
御
触
御
配
書
諸
願
等
之
控
』（
42
箱
62
）
に
は
、
明
治
三
年
九
月
に
地
蔵
寺
住
職
宥
宝
か
ら
民
政
役
所
に
提
出
さ
れ
た
「
拝
領
地
覚
」
の
由
緒
と
し
て
、「
三
好
公
御
書
寫
」
（
天
正
七
年
）、「
蓬
庵
様
御
書
寫
」（
元
和
二
年
十
月
）、「
天
庸
様
御
書
之
寫
」（
寛
政
十
七
年
）
が
記
載
さ
れ
る
。
③
『
御
書
御
判
物
等
寫
』（
42
箱
78
（
1
））
に
は
、「
三
好
公
御
書
寫
」（
天
正
七
年
）、「
蓬
庵
様
御
書
寫
」（
元
和
二
年
十
月
）、「
同
（
蓬
庵
様
御
書
寫
）」（（
元
和
七
年
）
二
月
）、
「
同
（
蓬
庵
様
御
書
寫
）」（
年
代
未
詳
二
月
）、
銀
子
請
取
状
（
元
和
六
年
）、「
天
庸
様
御
書
之
寫
」（
寛
政
十
七
年
）、「
殺
生
禁
断
被
仰
付
書
写
」（
享
和
二
年
六
月
お
よ
び
享
和
三
年
六
月
）
が
記
載
さ
れ
る
。
④
『
勝
浦
郡
小
松
島
浦
國
傳
山
地
蔵
寺
境
内
相
改
帳
』（
42
箱
78
（
1
））
に
は
、「
三
好
公
御
書
寫
」（
天
正
七
年
）、「
蓬
庵
様
御
書
寫
」（
元
和
二
年
十
月
）、
銀
子
請
取
状
（
元
和
六
年
）、「
天
庸
様
御
書
之
寫
」（
寛
政
十
七
年
）、「
殺
生
禁
断
被
仰
付
書
写
」（
享
和
二
年
六
月
お
よ
び
享
和
三
年
六
月
）
が
記
載
さ
れ
る
。
（
7
）
注
（
6
）
③
文
献
末
尾
の
記
述
。
④
文
献
末
尾
に
も
同
文
の
記
述
が
あ
る
。
（
8
）
宥
宝
に
つ
い
て
、『
先
師
并
日
牌
月
牌
過
去
帳
』（
注
（
2
）
文
献
）
に
は
「
二
十
代
阿
闍
梨
宥
寶
律
師
明
治
十
八
酉
年
五
月
五
日
示
寂
。
釋
宥
寶
大
和
尚
、
名
東
郡
富
田
浦
、
横
田
周
吾
男
也
。
幼
〆
文
政
九
年
三
月
、
七
歳
ニ
而
薙
染
ス
。
恒
ニ
不
懈
螢
雪
ノ
勉
メ
、
天
保
六
年
三
月
、
俯
〆
宥
義
上
人
ニ
傳
法
ヲ
授
。
同
天
保
十
一
年
二
月
、
攀
テ
南
山
ニ
、
該
學
ス
事
教
ヲ
。
先
之
住
日
開
野
円
福
寺
並
ニ
中
郷
寶
藏
寺
兼
務
、
亦
後
ニ
弘
化
四
年
、
吉
祥
寺
兼
住
。
同
年
三
月
、
師
命
ニ
因
テ
本
寺
ヘ
住
ス
。
住
務
三
十
年
。
度
ス
ル

徒
弟
ヲ
數
十
人
。
護
道
儀
防
心
能
ク
協
毘
尼
律
、
師
功
徳
叵
シ
勝
テ
計
。
朝
廷
擧
テ
其
徳
行
、
明
治
十
年
六
月
、
權
中
講
義
ニ
補
。
亦
此
時
勸
奨
〆
檀
徒
ヲ
、
新
ニ
建
二
立
シ
鐘
樓
堂
ヲ一
、
及
修
二
理
堂
宇
一。
又
生
島
伊
之
五
郎
氏
ヲ
誘
導
、
造
二
設
多
寶
大
塔
ヲ一
。
漸
成
ル
再
住
之
功
、
實
ニ
可
謂
中
興
開
基
ト
候
。
明
治
十
八
年
六
月
十
六
日
、
唵
然
ト
〆
遷
化
ス
。
時
年
六
十
七
法
﨟
六
十
歳
也
。
賛
曰
、
爲
雲
爲
雨
七
旬
生
涯
戒
定
知
見
解
脱
之
香
見
聞
普
薫
而
及
遐
方
善
始
全
終
寶
師
妙
慧
」
と
あ
る
（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。
（
9
）
本
書
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
平
川
恵
実
子
編
『
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
目
録
〔
下
冊
〕』（
平
成
二
十
六
年
三
月
）
所
載
42
箱
155
参
照
。
本
書
を
作
成
書
写
し
た
実
宥
は
、『
先
師
并
日
牌
月
牌
過
去
帳
』（
注
（
2
）
文
献
）
に
「
八
代
阿
闍
梨
實
宥
小
松
嶋
浦
住
寺
澤
氏
之
子
産
也
。
諱
南
海
。
住
職
廿
八
年
餘
、
厭
勞
正
徳
二
年
六
月
退
寺
而
附
于
尊
翁
遮
梨
。
享
保
廿
乙
卯
年
九
月
廿
四
日
」
と
あ
る
（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。
（
10
）
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
記
録
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
所
蔵
し
な
い
こ
と
を
表
す
と
は
い
え
な
い
。
国
伝
山
地
蔵
寺
に
現
蔵
さ
れ
る
絵
画
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
が
俟
た
れ
る
。
（
11
）『
勝
浦
郡
志
』
三
六
九
頁
（
武
辻
伊
豆
）、
三
七
〇
頁
（
建
島
長
大
夫
）、
三
七
二
頁
（
冨
川
石
見
）、
三
七
一
頁
（
六
大
夫
）
参
照
。
（
12
）『
勝
浦
郡
志
』
三
八
六
頁
（
大
教
院
・
快
長
院
）、
四
二
八
頁
（
宮
坊
）
参
照
。
（
13
）『
堂
宇
取
除
之
義
ニ
付
御
願
』（
原
卓
志
・
梶
井
一
暁
・
平
川
恵
実
子
編
『
国
伝
山
宝
珠
院
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
目
録
〔
上
冊
〕』
平
成
二
十
五
年
三
月
、
22
箱
2
（
3
））
に
は
、
宝
生
寺
の
合
併
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
明
治
三
十
二
年
に
起
き
た
洪
水
に
よ
る
被
害
が
、
宝
生
寺
合
併
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
堂
宇
取
除
之
義
ニ
付
御
願
徳
島
縣
勝
浦
郡
小
松
島
村
大
字
小
松
島
浦
村
古
義
真
言
宗
大
覚
寺
派
地
蔵
寺
飛
地
境
内
寶
生
寺
国伝山地蔵寺蔵『國傳山并末寺寺家成立由緒支配宮等書上草案』 ――解説と翻字本文――
―１７７―
一
右
寺
義
、
元
和
二
年
國
主
蜂
須
賀
家
政
公
御
寄
附
ニ
テ
造
営
相
成
。
則
當
地
蔵
寺
六
坊
ノ
隨
一
ニ
シ
テ
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
ヲ
安
置
シ
奉
リ
、
如
来
堂
ト
称
ス
。
然
ル
ニ
、
中
世
若
干
ノ
信
徒
相
加
リ
、
私
ニ
寶
生
寺
ト
唱
ヘ
、
信
仰
致
シ
来
リ
候
。
然
ル
ニ
、
他
坊
ハ（
マ
マ
）
熟
レ
モ
維
持
ノ
道
相
立
サ
ル
為
メ
、
夫
々
本
坊
ヘ
引
移
シ
候
得
共
、
右
寶
生
寺
ハ
、
僅
ニ
信
徒
ノ
保
護
ニ
依
リ
維
持
シ
来
候
所
、
明
治
三
十
二
年
、
地
方
大
水
害
ノ
為
メ
、
壁
落
チ
軒
傾
キ
、
到
底
修
繕
維
持
ノ
道
無
之
候
間
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
ハ
本
坊
ヘ
移
シ
奉
リ
、
隨
テ
別
紙
明
細
書
ノ
地
所
及
建
物
悉
皆
賣
却
仕
リ
、
代
金
ハ
本
尊
祭
祠
料
ニ
供
度
候
ニ
付
、
堂
宇
取
除
所
属
財
産
処
分
共
地
方
廳
ヘ
願
出
度
候
間
、
前
陳
ノ
事
情
、
御
洞
察
御
聽
許
ノ
上
、
副
書
御
下
付
被
成
下
度
、
此
段
関
係
人
連
署
ヲ
以
テ
奉
願
候
也
。
明
治
三
十
五
年
一
月
右
地
蔵
寺
住
職
權
大
僧
都
服
部
智
信
右
檀
徒
総
代
西
野
嘉
右
衛
門
七
條
佐
代
太
萬
宮
忠
蔵
鶴
田
利
七
右
宝
生
寺
信
徒
総
代樫
原
忠
八
郎
鹿
島
道
太
松
永
竹
蔵
真
言
宗
大
覚
寺
派
管
長
壱
等
教
師
大
僧
正
高
幢
龍
暢
殿
（
14
）『
勝
浦
郡
志
』
で
は
、
藤
樹
寺
の
中
興
開
基
を
權
大
僧
都
淨
如
（
享
保
十
六
年
寂
）
と
し
て
い
る
（
四
四
〇
頁
）。
（
15
）『
勝
浦
郡
志
』（
四
三
九
頁
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
天
明
二
年
、
元
屋
敷
引
越
し
、
天
明
九
年
卽
ち
寛
政
元
年
酉
年
正
月
、
御
影
堂
引
く
。
元
來
天
明
元
年
丑
の
七
月
廿
七
日
、
西
の
方
堤
大
に
切
れ
、
寺
諸
事
物
流
失
。
漸
く
命
ば
か
り
助
か
り
、
翌
年
寅
の
五
月
五
日
、
洪
水
堤
壊
れ
大
い
に
切
渡
り
、
身
置
處
之
な
き
に
付
き
、
夫
よ
り
御
山
へ
願
ひ
、
當
山
檢
地
進
願
其
上
引
寺
甚
六
ヶ
し
く
、
十
五
度
程
振
り
や
う


御
前
よ
り
被
仰
出
、
六
月
八
日
よ
り
始
め
て
九
月
十
九
日
迄
に
、
漸
く
居
間
二
間
四
方
一
つ
構
へ
玄
關
庫
裏
長
庵
屋
門
御
影
堂
其
外
引
取
者
也
。
抑
々
當
地
開
き
始
む
る
と
き
、
誠
に
峨
々
た
る
立
山
に
て
寸
尺
も
な
し
。
六
月
の
初
な
れ
ば
、
炎
天
嚴
し
く
、
諸
檀
中
勢
力
に
て
、
九
月
迄
に
切
開
き
、
遂
に
願
主
成
就
す
。
寛
政
元
年
酉
、
元
屋
敷
寺
跡
に
庵
立
つ
る
な
り
。
（
16
）
記
録
さ
れ
る
六
庵
の
う
ち
、
鳴
瀧
ノ
洞
友
庵
は
『
阿
波
志
』
に
「
在
飯
谷
村
長
柱
瀑
布
側
。
醍
醐
寺
支
院
。
蔵
古
木
版
、
長
六
尺
餘
博
六
寸
、
字
磨
滅
。
相
傳
釋
空
海
眞
蹟
。
又
有
知
足
天
院
。
今
廢
」
と
あ
る
。
ま
た
、
鳴
瀧
ノ
洞
友
庵
・
神
谷
寺
・
観
音
庵
・
不
動
庵
に
つ
い
て
は
『
勝
浦
郡
志
』（
四
二
〇
頁
）
に
解
説
さ
れ
る
が
、
長
福
寺
・
地
蔵
庵
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
（
17
）『
勝
浦
郡
志
』（
四
一
〇
頁
）
に
は
「
僧
惠
義
開
山
し
櫻
間
山
安
養
院
と
號
し
て
小
松
島
地
蔵
寺
の
末
に
隷
し
た
」
と
あ
る
。
（
18
）
久
次
米
英
夫
『
正
福
寺
三
遷
記
念
史
碑
』
お
よ
び
、
同
「
徳
島
市
勝
占
町
半
谷
真
言
宗
天
霊
山
正
福
寺
累
世
統
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
正
福
寺
蔵
『
法
華
會
義
』
角
筆
点
に
つ
い
て
」（
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
第
十
四
巻
、
平
成
十
五
年
三
月
）
に
全
文
を
掲
載
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
（
19
）「
徳
島
市
勝
占
町
半
谷
真
言
宗
天
霊
山
正
福
寺
累
世
統
」第
十
四
世
長
剛
の
項
目
に
、「
遺
弟
霊
信
建
」
と
あ
る
。
注
（
18
）
の
拙
稿
で
は
「
雲
信
」
と
し
た
が
、「
霊
信
」
の
誤
り
で
あ
る
。
（
20
）『
勝
浦
郡
志
』
四
四
四
頁
。
（
21
）『
勝
浦
郡
志
』
四
三
〇
頁
。
【
附
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
国
伝
山
地
蔵
寺
名
誉
住
職
服
部
文
昭
様
、
住
職
服
部
宏
昭
様
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
調
査
閲
覧
と
、
翻
刻
し
て
公
表
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
地
蔵
寺
の
皆
様
に
は
長
期
に
わ
た
る
調
査
期
間
を
通
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
配
慮
を
忝
く
し
た
。
さ
ら
に
、
本
学
の
大
石
雅
章
先
生
・
小
野
由
美
子
先
生
に
は
、
貴
重
な
ご
助
言
・
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』
の
翻
字
に
お
い
て
は
、
筆
者
の
浅
学
、
不
注
意
故
に
誤
り
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
大
方
の
ご
批
正
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
原 卓 志
―１７８―
国
伝
山
地
蔵
寺
蔵
『
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
』
翻
字
本
文
翻
字
凡
例
本
書
『
草
案
』
を
翻
字
す
る
に
あ
た
っ
て
、
原
本
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
翻
字
す
る
よ
う
努
め
た
が
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
ほ
か
、
訂
正
・
補
入
部
分
な
ど
以
下
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
。一
、
表
紙
・
丁
数
、
表
・
裏
に
つ
い
て
は
、
そ
の
境
目
を
点
線
で
示
し
、【
】
内
に
丁
数
お
よ
び
オ
（
表
）・
ウ
（
裏
）
を
示
し
た
。
一
、
行
ど
り
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
原
本
の
改
行
部
分
に
は
／
を
付
け
て
追
い
込
み
形
式
で
翻
字
し
た
が
、
棟
札
・
御
判
物
・
支
配
宮
に
つ
い
て
は
原
本
通
り
の
行
ど
り
で
翻
字
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
な
お
、
原
本
の
割
書
き
は
、
割
書
部
分
を
〈
〉
で
包
み
、
本
行
に
組
み
入
れ
た
。
こ
の
場
合
、
割
書
内
の
改
行
に
つ
い
て
は
注
記
し
な
い
。
一
、
墨
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、﹇
﹈に
包
ん
で
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
、
末
尾
に
翻
字
注
を
付
し
た
。
た
だ
し
、
墨
に
よ
っ
て
削
除
し
、
そ
の
右
傍
ま
た
は
左
傍
に
訂
正
し
た
文
字
が
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
を
本
行
に
翻
字
し
、
左
傍
に
傍
線
を
付
し
、
右
傍
に
削
除
さ
れ
た
文
字
を
﹇
×
﹈
に
包
ん
で
示
し
た
。
一
、
補
入
符
を
付
す
な
ど
し
て
、
行
間
に
墨
書
さ
れ
る
文
字
は
、
本
行
の
補
入
符
の
位
置
に
「
」
に
包
ん
で
翻
字
し
、
翻
字
注
を
加
え
た
。
一
、
附
箋
が
添
付
さ
れ
る
場
合
、
添
付
箇
所
を
『
』
に
包
ん
で
示
し
、
附
箋
の
墨
書
を
巻
末
の
翻
字
注
に
翻
字
し
た
。
ま
た
、
数
行
に
わ
た
っ
て
補
入
、
又
は
削
除
さ
れ
る
場
合
に
も
、
補
入
・
削
除
部
分
を
『
』
で
包
ん
で
示
し
、
翻
字
注
を
加
え
る
。
一
、
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
、
当
該
文
字
右
傍
に（
マ
マ
）
と
記
し
た
。
虫
損
な
ど
に
よ
っ
て
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
、
残
画
に
よ
っ
て
推
読
で
き
る
場
合
に
は
、
推
読
し
た
文
字
を
□
で
包
ん
で
示
し
た
。
一
、
く
ず
し
の
問
題
で
、
判
読
し
が
た
い
文
字
は
、
□
と
し
た
上
で
右
傍
に
（
？
）
を
付
し
た
。
ま
た
、
推
読
す
る
も
な
お
疑
問
の
あ
る
場
合
に
は
、
推
読
し
た
文
字
の
右
傍
に（
？
）
を
付
し
た
。
一
、
原
本
に
返
点
が
付
さ
れ
る
部
分
で
、
返
点
が
省
略
さ
れ
る
場
合
に
は
、（
）
に
包
ん
で
返
点
を
補
っ
た
。
【
表
紙
】
天
保
五
午
十
月
國
傳
山
并
末
寺
寺
家
成
立
由
緒
支
配
宮
等
書
上
草
案
小
松
嶋
地
蔵
寺
本
末
由
緒
録
地
蔵
寺
執
事
右
之
通
表
ニ
書
【
一
丁
オ
】
國
傳
山
地
蔵
寺
記
寺
ハ
在
二
于
勝（
マ
マ
）
占
郡
小
松
島
ニ一
。亦
／
號
二
寶
珠
院
一
。人
皇
五
十
二
代
弘
／
仁
天
皇
ノ
〈
嵯
峨
帝
〉
御
宇
、
弘
法
大
師
／
創
草
之
地
ニ
〆
而
為
二
海
畔
一
區
／
之
霊
場
一
。
雖
レ
然
、
既
經
二
一
千
ノ
歳
ハ
ン
ガ
イ
／
霜
一
、
民
屋
年
々
蕃
昌
シ
、
今
為
リ二
／
市
街
之
中
一
。
以
二
地
蔵
大
士
一
、
為
二
本
／
尊
一
、
以
二
不
動
明
王
、
毘
沙
門
天
ヲ一
／
為
二
其
ノ
夾
侍
一
。
各
長
一
尺
八
寸
／
〈
立
像
〉。
像
匠
咸
ナ
謂
ク
、
主
伴
並
ニ
大
師
／
之
手
刻
也
ト
。
惜
カ
ナ
乎
。
中
古
遭
テ二
乱
／
世
ニ一
、
寺
主
尚
不
二
分
明
ナ
ラ
一
。
當
時
之
／
興
癈
亦
無
レ
記
ス
ル
矣
。
従
二
天
文
中
ノ
／
寺
主
長
見
和
尚
一
以
来
、
系
譜
／
方
ニ
明
著
也
。
歳
天
正
七
己
卯
年
十
／
二
月
八
日
、
領
主
吉
成
對
馬
守
長
／
久
、
高
市
伊
賀
守
正
見
、
為
二
其
【
一
丁
ウ
】
先
考
禮
山
常
信
禪
定
門
追
資
一
、
／
境
内
八
百
歩
、
永
ク
免
二
宦
税
一
焉
〈
有
二
付
券
一
〉。
／
其
後
慶
長
中
、
太
守
家
政
公
、
欲
〆
／
レ
規
セ
ン
ト
二
國
中
之
僧
風（
一
）
、
選
二
南
北
八
院
一
、
称
二
／
之
ヲ
門
主
ト一
。
當
院
其
一
也
。
時
ノ
寺
主
／
宥
傳
上
人
、
殊
蒙
二
恩
遇
ヲ一
、
家
／
政
公
、
屡
来
二
―
遊
玉
フ
於
當
院
一
、
一
月
／
中
或
至
ト二
五
六
回
ニ一
云
。
元
和
二
年
／
十
月
六
日
、
境
内
八
百
歩
、
并
ニ
塔
／
頭
六
院
〈
寺
号
記
二
於
後
一
〉
之
境
地
、
通
計
／
九
百
五
十
歩
餘
、
並
ニ
蒙
二
免
税
一
。
／
乃
使
下
山
内
松
軒
ヲ
〆
司
中
其
事
上
〈
有
二
宦
券
一
〉。
／
同
六
年
十
二
月
廿
一
日
、
賜
テ二
官
材
一
、
／
造
二
―
營
ス
本
堂
及
方
丈
ヲ一
。
山
内
松
／
軒
、
寺
沢
六
右
衛
門
、
司
レ
之
。
翌
／
年
二
月
、
寺
主
宥
傳
叙
ス二
上
人
／
位
ニ一
。
公
、
辱
ク
賜
二
賀
書
及
白
銀
／
若
干
ヲ一
。
又
明
年
、
賜
二
避
雨
障
子
／
七
枚
ヲ一
。
寛
永
十
二
年
五
月
廿
三
日
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【
二
丁
オ
】
為
二
福
聚
院
殿
五
十
回
忌
追
薦
一
／
賜
二
白
銀
若
干
一
。同
十
四
年
賜
二
護
／
法
神
ノ
社
地
一
區
ヲ一
。
ヨ
シ
ヒ
デ
且
家
政
公
／
至
鎮
公
忠
英
公
右
此
三
世
／
當
時
ノ
寺
主
、
毎
歳
月
次
、
為
二
國
／
家
安
寧
武
威
長
久
一
、
勤
二
―
行
／
秘
法
一
而
、
奉
二
神
符
於
府
城
一
。
其
時
／
賜
二
折
扇
若
干
於
使
僧
一
。
其
例
／
不
レ
闕
矣
。
後
絶
テ
無
二
其
事
一
。
不
レ
知
二
／
何
レ
ノ
時
罷
一
ヲ
也
。
自
二
中
興
長
見
和
尚
一
／
至
二
于
今
一
、
主
ト
〆
二
於
二
部
十
五
院（
一
）
、
無
二
／
改
轉
一
矣
。
二
部
ト
者
何
ソ
。
塔
頭
六
／
區
、
末
寺
九
院
是
也
。
何
ヲ
カ
謂
二
塔
／
頭
六
區
ト一
。
一
ニ
ハ
阿
弥
陀
寺
〈
古
号
二
念
佛
堂
一
〉、
／
二
ニ
ハ
薬
師
寺
〈
古
号
二
薬
師
堂
一
〉、
三
ニ
ハ
観
音
寺
〈
古
号（
二
）
／
観
音
堂（
一
）
〉、
四
ニ
ハ
真
福
寺
〈
古
号
二
新
坊
一
、
別
ニ
有
二
傳
記
一
〉、
五
ニ
ハ
宝
／
性
寺
〈
古
号（
二
）
如
来
堂（
一
）
〉、
六
ニ
ハ
般
若
寺
〈
古
号（
二
）
御
堂（
一
）
〉。
／
家
政
公
始
テ
賜
二
寺
号
一
。
何
ヲ
カ
謂
二
【
二
丁
ウ
】
末
寺
九
院
一
。
一
ニ
ハ
桂
林
寺
〈
在
二
中
田
村
一
。
三
好
記
云
、
細
川
／
讃
岐
守
持
常
、
法
名
曰
二
桂
林
院
一
、
遺
跡
。
今
尚
存
矣
〉、
二
ニ
ハ
寶
蔵
寺
〈
在
二
中
郷
村
一
〉、
／
三
ニ
ハ
寶
聚
寺
〈
在
二
江
田
村
一
〉、
四
ニ
ハ
持
福
寺
〈
在
二
大
松
村
一
〉、
／
五
ニ
ハ
正
福
寺
〈
在
二
西
須
賀
村
ニ一
〉、
六
ニ
ハ
田
林
寺
〈
在
二
本
莊
村
一
〉、
／
七
ニ
ハ
醍
醐
寺
〈
在（
二
）
飯
谷
村（
一
）
〉、
八
ニ
ハ
福
成
寺
〈
在
二
田
浦
村
ニ一
〉、
／
九
ニ
ハ
圓
福
寺
〈
在
二
日
開
野
村
一
〉、
是
也
。
本
尊
霊
驗
略
記
マ
ヽ
本
尊
地
蔵
大
士
、
従（
二
）
古
間（
一
）
有
二
霊
應
一
。
／
且
ク
挙
ハ二
其
一
二
ヲ一
者
、
天
文
年
中
、
長
／
見
シ
キ
リ
和
尚
現
住
之
時
、
或
夜
、
連
ニ
呼
二
／
長
見
一
。
其
声
在
二
本
堂
一
。
和
尚
及
衆
／
僧
、
怪
ミ
走
テ
入
レ
堂
ニ
時
ニ
有
レ
賊
、
盗
テ二
尊
／
像
ヲ一
、
負
擔
〆
而
立
、
身
躰
彊
直
宛
モ
／
如
二
木
人
一
。
流
レ
涙
ヲ
悔
テレ
咎
ヲ
懺
悔
ス
。
和
／
尚
知
テ二
本
尊
ノ
靈
告
ヲ一
為
ニレ
之
呪
願
ス
ル
ニ
、
／
身
体
忽
復
レ
本
ニ
、
即
赦
〆
去
シ
ム
焉
。
又
或
／
時
、
鼠
覆
ス二
所
ノレ
供
之（
マ
マ
）
荼
湯
ヲ一
。
童
子
／
乃
毀
ル三
本
尊
ノ
無
ト二
威
靈
一
。
翌
日
、
偶
【
三
丁
オ
】
啓
ケ
ハ
レ
龕
ヲ
、
則
本
尊
之
錫
杖
、
拄
二
支
／
老
鼠
ヲ一
而
在
焉
。
和
尚
見
レ
之
、
感
歎
シ
／
誡
テ
而
赦
シ
放
ツ
焉
。
聞
者
益
篤
二
其
／
信
一
矣
。
〇
重
具
類
本
堂
棟
札
写
聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
聲
元
和
七
年
十
一
月
吉
日
奉
新
再
興
棟
上
本
願
閑
居
權
大
僧
都
宥
弁
哀
愍
衆
生
者
我
等
今
敬
礼
同
當
住
權
大
僧
都
法
印
宥
傳
裏
書
檀
那
時
之
御
代
官
山
内
松
軒
老
寺
沢
六
右
エ
門
尉
同
諸
檀
方
中
＊
1「
大
工
渡
辺
治
兵
衛
尉
」
仁
王
門
棟
札
寫
聖
主
天
中
天
迦
陵
頻
伽
聲
奉
新
建
立
仁
王
堂
一
宇
哀
愍
衆
生
者
我
等
今
敬
禮
裏
書

寛
永
十
四
丁丑
年
六
月
吉
祥
日
此
仁
王
堂
之
屋
地
新
町
屋
敷
割
在
之
砌
國
主
蜂
須
賀
蓬
庵
公
豊
富
朝
臣
家
政
公
御
寄
附
也
住
持
權
大
僧
都
法
印
宥
傳
上
人
三
好
公
御
書
寫
寄
進
申
下
地
之
事
合
貳
段
小
者
有
坪（
？
）者
枳
之
本
也
【
三
丁
ウ
】
右
従
下
地
者
、
為
禮
山
常
信
禪
定
門
菩
提
之
寄
附
申
處
実
也
。
仍
状
如
件
。
「
森
ノ
字
也
」（
朱
書
）
吉
成
對
馬
守
天
正
七
己
卯
歳
十
二
月
初
八
日
長
久
判
原 卓 志
―１８０―
高
市
伊
賀
守正
見
判
小
松
嶋
之地
蔵
寺（
？
）□
蓬
庵
様
御
書
寫
小
松
嶋
地
蔵
寺
屋
敷
方
＊
1並
諸
役
等
、
＊
2必
不
可
有
御
氣
遣
候
。
猶
松
軒
口
上
可
申
達
候
。
恐

謹
言
。
蓬
庵
元
和
弐
年
御
墨
印
十
月
六
日
地
蔵
寺
圓
順
御
房
【
四
丁
オ
】
同
豊
林
寺
為
御
見
䓅
、
明
朝
其
元
可
令
参
勤
候
。
天
氣
あ
が
り
千
万
目
出
度
珍
重
存
候
。
御
貴
坊
去
年
御
出
世
、
是
又
目
出
度
存
候
。
御
祝
義
計
銀
子
（
？
）三
贈
進
候
。
猶
明
日
於
豊
林
寺
可
申
承
候
。
恐
惶
謹
言
。
蓬
庵
二
月
十
五
日
御
墨
印
小
松
嶋地
蔵
寺学
窓
下
同
以
真
志

所
望
申
【
四
丁
ウ
】
ニ
付
、
見
事
之
人

夥
散

贈
給
、
毎
度
御
志
畏
入
存
義
ニ
候
。
（
？
）
□
□
以
面
可
申
返
候
。
恐

謹
言
。
蓬
庵
二
月
十
九
日
御
墨
印
地
蔵
寺床
下
蓬
庵
様
御
材
木
被
下
候御
印
銀
子
五
百
弐
拾
八
匁
、
慥
御
＊
1請
取
候
。
為
其
御
印
＊
2進
之
候
。
＊
3但
地
蔵
寺
へ
被
遣
御
材
木
、
大
小
弐
拾
九
本
之
代
＊
4艮
也
。
元
和
六
年
初
十
二
月
廿
一
日
御墨印
以
真
寺
沢
六
右
衛
門
殿
【
五
丁
オ
】
天
庸
様
御
書
之
寫
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小
松
嶋
地
蔵
寺
内
弐
反
六
畝
三
歩
之
事
、
任
元
和
弐
年
先
判
之
旨
、
弥
無
相
違
、
年
貢
諸
役
等
令
免
許
訖
。
仍
如
件
。
寛
永
十
七
年
九
月
十
五
日
御
印
地
蔵
寺宥
傳
上
人
殺
生
禁
断
被
仰
付
書
写
覚
其
院
義
、
今
度
御
地
方
之
儀
ニ
付
、
彼
是
存
念
申
出
、（
マ
マ
）
寄
特
之
志
ニ
候
。
依
之
寺
内
殺
生
禁
断
被
仰
付
候
。
以
上
。
名
東
勝
浦
御
郡
代
所
判
享
和
二
戌
年
六
月
十
五
日
小
松
嶋
浦地
蔵
寺
【
五
丁
ウ
】覺
制
札
御
案
紙
寺
當
地
蔵
寺
境
内
、
向
後
殺
生
禁
断
被
仰
付
候
者
也
。
御
郡
代
所
享
和
三
亥
年
六
月
以
上
文
政
二
年
従
嵯
峨
御
所
院
室
兼
帯
被
仰
附
候
御﹇
×
領
﹈
令
紙
之
寫
淨
戒
心
院
之
室
永
兼
帯
之
事
、
令
披
露
之
處
、
不
可
有
相
違
之
旨
嵯
峨
御
所
御
氣
色
之
所
候
也
者
、
執
達
如
件
。
文
政
二
年
五
月
十
二
日
御
印
阿
波
國
勝
浦
郡
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
上
包
阿
波
國
勝
浦
郡
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
大
納
言
少
僧
都
亮
融
奉
【
六
丁
オ
】
同
一
塗
網
代
乗
輿
但
横
筭
一
金
紋
挟
箱
但
自
紋
一
長
刀
爪
折
傘
右
就
淨
戒
心
院
室
兼
帯
御
免
之
御
事
候
也
。
仍
如
件
。
嵯
峨
御
所
文
政
二
年
卯
五
月
津
崎
土
佐
判
林
右
衛
門
權
大
尉
判
石
塚
大
和
介
判
衣
笠
播
磨
介
判
渡
邊
安
房
守
判
野
路
井
刑
部
卿
判
阿
波
國
勝
浦
郡
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
同
原 卓 志
―１８２―
本
尊
前
一
菊
御
紋
附
丸
挑
燈
弐
張
同一
同
御
紋
附
紫
幕
弐
張
一
翠
簾
壱
枚
右
今
般
御
寄
附
之
御
事
候
条
、
嚴
重
被
為
所
用
之
弥
國
主
御
武
運
長
久
五
穀
豊
饒
之
可
抽
誠
祈
候
。
仍
如
件
。
嵯
峨
御
所
文
政
二
年
卯
五
月
津
崎
土
佐
判
林
右
衛
門
權
大
尉
判
【
六
丁
ウ
】
石
塚
大
和
介
判
衣
笠
播
磨
介
判
渡
辺
安
房
守
判
野
路
井
刑
部
卿
判
阿
波
國
勝
浦
郡
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
＊
1「
已
下
ノ
宝
物
ハ
書
上
ノ
節
本
堂
棟
札
之
初
ヘ
書
出
申
候
」
一
御
尺
三
寸
計
立
像
十
一
面
観
音
壱
躰
不
動
毘
沙
門
兩
夾
侍
雲
慶
作
一
御
尺
壱
尺
三
寸
計
立
像
毘
沙
門
天
壱
躰
聖
徳
太
子
御
作
一
惣
尺
八
寸
計
ノ
内
ニ
割
付
土
佛
五
大
尊
一
躰
弘
法
大
師
御
作
一
御
尺
四
寸
計
金
佛
地
蔵
尊
一
躰
同
御
作
一
御
尺
壱
尺
三
寸
計
立
像
虚
空
蔵
菩
薩
一
躰
古
作
一
舎
利
五
古
壱
股
古
作
一
五
大
尊
壱
軸
弘
法
大
師
御
筆
一
同
壱
軸
同
御
筆
【
七
丁
オ
】
一
跳
不
動
壱
軸
同
御
筆
一
弘
法
大
師
壱
軸
﹇
×
同
御
筆
﹈
古
筆
一
同
壱
軸
源
ト
東
寺
仏
乘
院
什
具
永
﹇
×
應
﹈
愿
大
僧
正
筆
一
白
色
不
動
壱
軸
智
證
大
師
筆
一
坐
像
不
動
壱
軸
同
御
筆
一
立
像
不
動
壱
軸
同
御
筆
一
十
一
面
観
音
壱
軸
恵
心
僧
都
筆
一
御
請
来
金
地
金
泥
高
雄
大
曼
荼
羅
胎
蔵
界
写
壱
軸
尤
大
幅
一
﹇
×
六
字
名
号
﹈
光
明
曼
荼
羅
一
軸
﹇
×
祐
天
筆
﹈
古
筆
一
於
當
寺
秋
句
壱
軸
元
陳
【
七
丁
ウ
】
其
外
什
具
常
躰
有
来
品

／
御
座
候
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一
寺
内
御
免
反
高
弐
反
六
畝
三
歩
／
高
弐
石
八
斗
七
升
壱
合
一
御
目
見
仕
来
又
御
葬
式
之
砌
者
／
御
諷
經
并
納
經
仕
来
候
一
御
郡
代
御
直
支
配
ニ
御
座
候
一
世
代
者
従
中
興
長
見
和
尚
至
／
拙
僧
宥
義
十
九
代
連
綿
／
相
續
仕
来
候
一
寺
内
鎮
守
七
社
大
權
現
一
天
照
皇
大
神
宮
四
春
日
大
明
神
五
八
幡
大
菩
薩
六
丹
生
高
野
両
大
明
神
七
青
龍
清
瀧
大
權
現
二
稲
荷
大
明
神
【
八
丁
オ
】
三
賀
茂
大
明
神
寛
永
十
四
年
従
家
政
様
賜
／
社
地
勸
請
仕
候
一
支
配
并
導
師
「
＊
1而
已
」
仕
来
候
宮
一
祇
園
牛
頭
天
王
當
神
主
武
辻
伊
豆
浦
一
正
八
幡
宮
同
神
主
武
辻
伊
豆
浦
一
荒
神
宮
同
別
當
般
若
寺
浦
一
支
配蛭
子
大
明
神
同
根
井
一
沖
大
權
現
同
支
配
大
教
院
一
榎
大
權
現
同
支
配
大
教
院
向
地
一
八
幡
宮
中
支
配
宮
坊
田
村
一
八
幡
宮
同
神
主
建
島
長
太
夫
沢
里
一
日
峯
大
權
現
同
支
配
快
長
院
村
【
八
丁
ウ
】
一
宝
蔵
大
權
現
同
支
配
大
教
院
一
杉
尾
大
明
神
大
別
當
持
福
寺
松
村
一
八
幡
宮
中
別
當
宝
蔵
寺
郷
村
一
杉
尾
大
明
神
西
神
主
冨
川
石
見
須
賀
村
一
松
熊
大
明
神
同
神
主
冨
川
石
見
一
八
幡
宮
本
別
當
田
林
寺
庄
村
一
高
良
大
明
神
飯
別
當
醍
醐
寺
谷
村
一
杉
尾
大
明
神
同
別
當
醍
醐
寺
一
若
一
王
子
宮
田
別
當
福
成
寺
浦
村
一
王
子
權
現
同
神
主
六
太
夫
一
大
龍
權
現
日
別
當
円
福
寺
開
野
村
【
九
丁
オ
】（
16
）
一
支
配三
十
八
社
宮
同
中
島
一
同
國
中
大
明
神
芝
生
村
一
同
王
子
大
權
現
同
一
同
鎮
守
宮
同
一
同
春
日
大
明
神
新
居
見
村
一
同
王
子
大
權
現
同
＊
1「
一
同
妙
見
宮
同
」
＊
2﹇
一
同
鎮
守
宮
﹈
當
浦
﹇
×
西
口
﹈
神
子
藪
一
同
若
宮
同
西
ノ
口
＊
3『
右
数
ヶ
処
之
宮
式
ハ
＊
4「
唯
」
當
寺
支
配
、
又
ハ
別
ニ
別
當
／
神
主
山
伏
等
有
之
、
従
彼
方
支
配
仕
、
當
寺

／
導
師
而
已
仕
来
有
之
。
并
由
緒
成
立
等
之
運
急
』
＊
5﹇
右
﹈
急
事
ニ
難
相
調
御
座
候
故
、
／
當
明
末﹇×
四
月
﹈
夏
迄
ニ
取
調
委
／
細
﹇
×
可
申
上
候
﹈
書
付
差
上
可
申
候
。
以
上
。
地
蔵
寺
宥
義
天
保
五
午
十
月
【
九
丁
ウ
】（
白
紙
）
原 卓 志
―１８４―
【
一
〇
丁
オ
】
寺
家阿
弥
陀
寺
一
小
松
嶋
浦
無
量
山
安
養
院
／
阿
弥
陀
寺
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
。
／
御
長
ケ
壱
尺
八
寸
、
尤
立
像
ニ
而
／
行
基
菩
薩
御
作
也
。
又
従
往
／
古
霊
像
之
青
面
金
剛
奉
／
供
仕
来
申
候
。
尤
作
者
不
相
知
。
／
今
ニ
庚
申
之
日
者
参
詣
群
集
／
仕
候
。
一
當
寺
創
草
之
年
代
未
詳
。
／
本
寺
之
縁
起
ニ
古
号
念
佛
堂
。
／
家
政
様
、
始
而
賜
寺
号
云
云
。
／
境
内
四
畝
十
八
歩
。
高
五
斗
五
／
升
弐
合
。
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。
中
興
／
開
基
弘
翁
阿
闍
梨
、
正
徳
／
六
年
申
三
月
廿
九
日
寂
仕
。
其
／
已
来
累
代
先
師
、
或
他
出
／
或
無
住
勝
ニ
而
代
数
不
分
明
。
／
大
都
十
代
計
ニ
而
御
座
候
〈
并
只
今
ニ
而
ハ
無
住
ニ
御
座
候
〉。
一
寺
内
鎮
守
、
小
キ
社
壱
社
有
之
候
。
／
享
保
年
中
之
頃
、
境
内
端
【
一
〇
丁
ウ
】
藪
相
開
候
節
、
古
墳
堀
出
候
ニ
付
／
鎮
守
と
崇
来
由
ニ
申
傳
候
。
一
御
判
物
宝
物
類
所
持
不
仕
／
候
。
尤
御
葬
式
之
砌
ハ
＊
1﹇
本
寺
へ
／
相
随
﹈
御
諷
経
納
経
等
仕
来
／
申
候
。
以
上
。
寺
家薬
師
寺
一
小
松
嶋
浦
醫
王
山
歡
喜
院
／
薬
師
寺
。
本
尊
薬
師
如
来
。
／
座
像
御
長
ケ
壱
尺
計
。
日
光
、
／
月
光
之
兩
脇
侍
安
置
仕
御
座
候
。
／
尤
＊
2「
作
者
不
分
明
、
但
」
秘
佛
之
由
申
傳
。
輙
開
扉
／
不
仕
候
。
一
當
院
創
草
之
年
限
未
詳
。
／
本
寺
之
縁
起
ニ
古
号
藥
師
堂
。
／
家
政
様
始
而
賜
寺
号
云
云
。
／
＊
3「
境
内
七
畝
廿
壱
阝
。
高
九
斗
弐
升
四
合
。
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。」
／
中
興
開
基
阿
闍
梨
宥
運
／
元（
マ
マ
）
録
十
丑
年
五
月
廿
六
日
寂
。
／
其
已
来
世
代
相
續
、
當
住
【
一
一
丁
オ
】
覺
道
迄
十
壱
代
ニ
罷
成
申
候
。
一
寺
内
鎮
守
、
金
毘
羅
大
權
現
、
／
妙
見
大
菩
薩
、
和
霊
大
明
神
、
／
右
三
社
願
主
御
座
候
而
、
天
保
三
／
辰
十
月﹇
×
始
而
﹈
新
ニ
勸
請
仕
候
。
一
御
判
物
并
宝
物
類
所
持
不
／
仕
＊
1
「
尤
」候
。
御
葬
式
之
砌
ハ
御
諷
／
経
納
経
等
仕
来
申
候
。
以
上
。
寺
家觀
音
寺
一
小
松
島
浦
海
應
山
千
手
院
／
觀
音
寺
。
本
尊
御
長
壱
尺
五
／
寸
、
立
像
之
千
手
觀
世
音
菩
／
薩
。
并
地
蔵
、
不
動
兩
夾
侍
／
安
置
仕
御
座
候
。
但
作
者
不
分
明
／
候
。
一
當
寺﹇
×
始
興
﹈
創
草
年
限
未
明
著
。／
本
寺
縁
起
ニ
古
号
觀
音
堂
。／
家
政
様
始
而
賜
寺
号
云
云
。
／
境
内
四
畝
。
高
四
斗
八
升
。
御
免
／
地
ニ
而
御
座
候
。
中
興
開
基
阿
闍
【
一
一
丁
ウ
】
梨
尊
海
、
寛
文
三
卯
正
月
十
三
日
／
化
寂
仕
。
其
已
来
累
世
、
當
住
／
深
恵
迄
十
六
代
ニ
罷
成
申
候
。
一
寺
内
鎮
守
、
氷
室
大
明
神
＊
1「
壱
社
」。
勸
／
請
年
限
相
分
不
申
。
疱
瘡
／
神
与
申
而
、
従
古
来
祭
来
／
御
座
候
。
又
當
浦
蛭
子
之
段
／
与
申
所
ニ
蛭
子
宮
壱
社
、
従
／
往
古
當
寺
ニ
支
配
仕
来
申
候
。
／
尤
勸
請
年
代
不
明
候
。
一
御
判
物
并
宝
物
類
所
持
不
／
仕
。但
御
葬
式
之
砌
ハ
御
諷
／
経
納
経
等
仕
来
申
候
。以
上
。
寺
家宝
生
寺
一
小
松
島
浦
法
雲
山
慈
眼
院
／
宝
生
寺
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
。
／
御
長
壱
尺
弐
寸
之
立
像
安
／
置
仕
御
座
候
。
尤
作
者
未
詳
／
候
。
一
當
寺
開﹇
×
闢
﹈
山
之
年
代
未
分
明
。
【
一
二
丁
オ
】
本
寺
縁
起
ニ
古
号
如
来
堂
。
／
家
政
様
始
而
賜
寺
号
云
云
。
／
寺
内
八
畝
九
歩
。
高
九
斗
九
升
／
六
合
。
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。
中
興
開
／
基
阿
闍
梨
義
峯
、
寛
文
／
元
子
年
十
月
朔
日
＊
1「
示
」
寂
＊
2「
仕
」。
其
已
／
来
、
當
住
現
證
迄
凡
十
一
代
／
計
ニ
相
成
申
候
。
其
外
世
代
他
／
出
無
住
彼
是
ニ
而
、
相
分
不
申
候
。
一
寺
内
鎮
守
、
弁
財
天
、
妙
見
宮
／
二
社
、
願
主
有
之
候
而
、
天
保
二
／
卯
年
始
而
勸
請
仕
候
。
尤
弁
／
財
天
尊
像
ハ
、
従
往
古
當
寺
ニ
／
傳
来
﹇
×
之
﹈
仕
候
尊
像
、﹇
×
寺
内
﹈
境
内
社
ヘ
相
移
／
申
候
事
ニ
御
座
候
。
又
當
所
／
濱
須
賀
瑜
伽
大
權
現
＊
3﹇
社
﹈
壱
社
／
従
古
来
當
寺
ニ
支
配
仕
来
候
所
、
／
近
年
文
政
中
、
社
家
武
辻
伊
豆
／
方
ヘ
相
譲
候
趣
ニ
而
、
只
今
ニ
而
ハ
彼
／
＊
4『
方

支
配
仕
居
申
候
。
／
又
寺
内
ニ
小
社
壱
社
有
之
。
往
古
所
以
／
御
座
候
而
、
嘉
助
与
申
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者
﹇
×
相
﹈
之
霊
祭
来
／
候
様
申
傳
候
。』
【
一
二
丁
ウ
】
一
御
判
物
宝
物
類
所
持
不
／
仕
候
。但
御
葬
式
之
節
ハ
御
諷
／
経
納
経
等
仕
来
申
候
。以
上
。
寺
家般
若
寺
一
小
松
嶋
浦
日
生
山
来
迎
院
般
／
若
寺
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
。
行
基
／
菩
薩
御
作
。
御
尺
壱
尺
弐
寸
之
座
／
像
安
置
仕
御
座
候
。
并
愛
染
堂
者
、
／
近
年
文
政
中
願
主
有
之
、
新
ニ
建
／
＊
1﹇
立
仕
候
。
本
尊
愛
染
明
王
。
御
尺
／
壱
尺
。
弘
法
大
師
御
作
。
但
傳
﹈
／
立
仕
。
＊
2「
従
古
来
傳
来
仕
候
」
弘
法
大
師
御
作
、
御
長
／
壱
尺
之
愛
染
明
王
安
置
仕
／
御
座
候
。
一
當
山
﹇
×
開
闢
﹈
創
草
之
年
代
未
分
明
。／
本
寺
縁
起
ニ
古
号
御
堂
。
家
政
／
様
始
而
賜
寺
号
云
云
。
境
内
弐
畝
／
廿
四
歩
。
高
三
斗
三
升
六
合
。
御
／
免
地
ニ
而
御
座
候
。
中
興
開
基
／
長
傳
上
人
、
天
正
十
年
午
八
月
／
遷
化
。
＊
3「
其
」
以
来
之
累
世
、
當
住
慈
／
猛
迄
十
八
代
ニ
罷
成
候
。
【
一
三
丁
オ
】
一
當
浦
中
町
荒
神
宮
壱
社
、
當
寺
／
鎮
守
同
様
ニ
仕
、
支
配
仕
来
候
。
但
勸
／
請
年
限
ハ
不
明
候
。
一
御
判
物
宝
物
等
所
持
不
仕
＊
1﹇
候
﹈。
／
但
御
葬
式
之
砌
ハ
御
諷
経
納
／
経
等
仕
来
申
候
。
以
上
。
寺
家真
福
寺
一
小
松
嶋
浦
掻
上
山
馬
松
院
真
福
／
寺
。﹇
×
創
草
﹈
開
闢
之
時
代
未
詳
。
本
寺
／
縁
起
ニ
古
号
新
坊〈
別
有
傳
記
〉。
家
政
／
様
始
而
賜
寺
号
云
云
。
境
内
弐
畝
／
六
阝
。
高
弐
斗
六
升
四
合
。
御
免
地
／
ニ
而
御
座
候
。
中
興
開
基
阿
闍
梨
／
海
道
、
寛
正
元
辰
二
月
二
日
寂
。
／
従
其
只
今
迄
世
代
大
都
廿
二
／
三
代
計
ニ
御
座
候
。
其
餘
他
出
無
住
／
彼
是
ニ
而
、
相
分
不
申
候
〈
并
只
今
ニ
而
ハ
無
住
ニ
御
座
候
〉。
一
御
判
物
宝
物
類
所
持
不
仕
候
。
／
但
御
葬
式
之
砌
ハ
御
諷
経
／
納
経
等
仕
来
申
候
。
掻
上
山
縁
起
抑
當
寺
の
由
来
を
尋
る
に
、
傳
へ
【
一
三
丁
ウ
】
聞
、
往
昔
此
地
中
の
嶋
た
り
し
時
、
／
自
然
と
小
松
な
と
生
茂
れ
り
と
／
か
や
。
然
し
て
幾
は
く
の
星
霜
／
を
経
て
後
、
紀
州
の
方
よ
り
猟
／
士
な
と
数
多
来
り
住
ミ
、
鱗
を
／
漁
り
て
世﹇
×
□
﹈
を
渡
り
し
が
、
或
時
／
夜
中
、
不
思
議
や
海
底
俄
に
輝
／
し
事
あ
り
て
よ
り
、
毎
夜
其
／
光
り
餘
り
て
、
明
月
の
雲
な
き
に
／
空
を
係
る
如
く
照
り
渡
り
ぬ
れ
ハ
／
水
中
の
鱗
も
其
光
り
に
觸
て
／﹇
×
□
﹈
利
益
を
蒙
り
て
や
、
累
日
一
鱗
／
の
所
猟
も
無
り
し
か
バ
、
漁
人
／
世
の
業
を
失
ふ
に
ひ
と
し
。
こ
れ
に
／
依
て
、
無
二
の
信
心
を
起
し
て
龍
宮
／
へ
祈
誓
す
る
に
、
或
夜
夢
中
に
／
威
霊
の
童
子
、
漁
者
の
枕
頭
に
／
現
し
て
告
て
曰
く
、
汝
等
怪
む
／
事
な
か
れ
。
此
頃
海
底
に
光
り
／
あ
る
ハ
、
是
れ
虚
空
蔵
菩
薩
の
／
光
明
な
り
。
此
地
に
縁
あ
る
が
故
／
に
此
瑞
を
示
す
。
明
日
海
中
に
／
網
せ
ハ
、
彼
の
尊
像
を
得
ん
。
皈
／
依（
マ
マ
）
偈
仰
の
者
ハ
、
必
霊
験
を
蒙
／
る
べ
し
。
か
く
示
す
吾
ハ
、
こ
の
海
【
一
四
丁
オ
】
原
を
主
る
住
吉
な
り
と
曰
ふ
／
儘
、
忽
ち
夢
覚
ぬ
れ
ハ
、
月
落
／
鳥
鳴
て
夜
も
ほ
の


と
明
に
／
け
り
。
急
き
此
由
を
同
業
の
／
者
に
語
る
に
、
諸
人
霊
夢
を
蒙
／
る
事
、
符
節
を
合
せ
り
。
皆

／
信
心
肝
に
銘
し
、
霊
夢
に
任
／
せ
て
網
を
入
る
に
、
果
し
て
霊
／
光
明
し
た
る
物
を
得
た
り
。
／
藻
を
拂
ひ
、
汐
に
そ
ゝ
ぐ
に
、
則
／
あ
わ
び
貝
の
中
に
、
壱
寸
八
阝
の
金
／
色
の
虚
空
蔵
菩
薩
在
し
け
り
。
／
猟
士
と
も
、
信
仰
の
あ
ま
り
真
砂
／
を
掻
上
て
小
庵
を
営
ミ
、
御
／
長
ヶ
八
寸
の
木
像
を
造
り
て
、
其
／
内
に
彼
の
霊
像
を
納
め
奉
り
／
て
よ
り
、
今
安
置
し
奉
る
本
尊
／
ハ
、
彼
の
八
寸
の
尊
像
是
な
り
。
／
故
に
彼
の
小
庵
を
掻
上
山
新
／
坊
と
号
す
。
扨
又
、
庵
の﹇
×
傍
﹈
側
に
／
小
き
社
を
建
、
彼
の
霊
貝
を
／
納
め
て
、
住
吉
大
明
神
と
崇
尊
／
し
奉
る
。
今
の
鎮
守
是
な
り
。
／
又
、
彼
の
明
神
出
現
の
御
姿﹇
×
□
﹈
并
不
／
動
、
毘
沙
門
の
像
を
刻
し
て
、
脇
／
侍
ニ
居
へ
奉
り
、
漁
父
壱
人（
マ
マ
）
雉
【
一
四
丁
ウ
】
髪
し
て
、
新
坊
に
住
し
、
香
花
／
燈
明
怠
な
く
、
供
養
せ
し
と
な
／
り
。
其
後
数
ヶ
の
年
月
を
／
経
て
、
壽
永
＊
1﹇
建
久
﹈
の
頃
、
源
の
義
経
／
公
、
四
國
へ
渡
り
給
ひ
し
時
、
兵
船
／
東
の
洲
先
に
着
き
、
烏
帽
子
、
紫
／
の
ひ
た
ゝ
れ
な
ど
干
れ
け
れ
バ
、
／
夫
よ
り
彼
島
を
紫
嶋
と
言
／
し
と
な
り
。
今
ハ
弁
天
嶋
と
申
／
け
り
。
義
経
公
、
又
此
新
坊
原 卓 志
―１８６―
に
／
御
入
あ
り
て
、
住
吉
の
松
に
繁
／
く
馬
を
繋
れ
し
に
よ
つ
て
、
／
寺
を
馬
松
院
と
﹇
×
言
﹈
号
し
、
松
を
駒
／
繋
松
と
名
け
、
嶋
を
駒
繋
／
嶋
と
も
申
傳
ふ
。
其
松
、
今
猶
あ
り
。
／
義
経
公
、
又
自
ら
當
山
の
開
基
、
／
本
尊
の
縁
起
な
ど
御
聞
有
／
せ
ら
れ
、
御
拜
禮
有
し
と
な
り
。
／
又
當
所
の
地
理
御
尋
に
よ
つ
て
、
／
此
所
ハ
中
の
嶋
と
申
、
東
ハ
洲
崎
、
西
ハ
／
千
代
の
松
原
、
勝
浦
の
庄
と
申
上
け
れ
／
ハ
、
千
代
の
松
原
、
勝
浦
の
庄
と
ハ
、
名
も
／
面
白
き
吉
左
右
な
り
と
、
御
喜
ひ
／
淺
ら
す
と
か
や
。
そ
れ
よ
り
芝
生
へ
／
御
越
あ
り
。
装
束
を
召
＊
2「
替
ら
」
れ
し
と
て
、
今
／
彼
地
に
装
束
原
と
申
所
あ
り
。
先
／
代
＊
3﹇
の
事
ゆ
へ
﹈
詳
な
ら
す
と
い
へ
ど
も
【
一
五
丁
オ
】
當
山
に
傳
ふ
る
縁
起
略
し
て
／
記
す
る
事
な
り
。
＊
1「
書
出
ニ
ハ
次
ニ
本
尊
功
徳
経
説
を
述
る
一
紙
ア
リ
略
之
ト
﹇
×
出
出
サ
﹈
書
出
せ
り
」
一
此
尊
の
本
誓
を
尋
る
に
、
大
滿
虚
／
空
蔵
能
□
有
情
願
と
説
給
へ
り
。
／
貴
か
な
大
悲
の
御
願
、
右
の
御
手
／
に
畢
竟
皆
空
の
智
釼
を
携
て
、
／
五
之
情
有
の
怨
敵
を
拂
ひ
、
左
／
の
御
手
に
淨
菩
提
心
の
摩
尼
／
を
持
て
、
普
く
衆
生
の
願
を
／
満
つ
。
是
に
依
て
、
高
祖
大
師
ハ
／
此
尊
を
仰
て
、
躋
＊
2「
攀
」
阿
国
太
龍
／
嶽
、
勤
念
土
州
室
戸
崎
、
谷
不
／
惜
響
、
明
星
来
影
〈
三
教
指
皈
〉。
か
く
の
／
如
く
の
霊
驗
を
得
給
ひ
し
よ
り
、
／
一
切
教
法
の
文
義
暗
記
す
る
事
／
を
得
て
、
大
唐
青
龍
の
室
に
入
、
／
兩
部
万
荼
の
秘
奥
居
を
窮
め
、
／
速
に
即
事
而
真
の
旨
を
悟
／
り
て
、
位
三
地
に
住
し
、
﹇
×
□
﹈
密
教
を
／
此
土
に
傳
へ
て
、
廣
大
の
利
益
を
／
施
し
玉
ふ
も
、
偏
に
虚
空
蔵
／
菩
薩
の
加
持
力
な
り
。
然
ハ
吾
／
宗
の
末
資
等
、
殊
に
此
尊
の
本
／
誓
を
仰
へ
き
事
、
世
の
知
／
所
の
如
し
。
＊
3「
已
上
寺
家
六
ヶ
寺
、
右
之
外
格
別
之
由
緒
等
無
御
座
候
。
／
午
十
月
國
傳
山
宥
義
」
【
一
五
丁
ウ
】
＊
1﹇
末
寺
﹈
覚
＊
2﹇
圓
福
寺
﹈
一
勝
浦
郡
日
開
野
村
寶
明
山
瑞
／
龍
院
圓
福
寺
儀
者
、
古
義
真
言
宗
ニ
而
／
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
末
寺
ニ
而
御
座
候
。
一
＊
3﹇
安
置
し
奉
る
﹈
本
尊
藥
師
如
来
。
智
證
大
師
＊
4﹇
作
。
壱
尺
﹈
／
御
作
。
御﹇
×
丈
﹈
長
壱
尺
弐
寸
＊
5「
計
之
」
坐
像
ニ
而
、
日
光
、
／
月
光
＊
6「
二
」
之
兩
脇
侍
「
＊
7安
置
仕
」
御
座
候
。
下
上
一
當
寺
草
創
之
年
限
未
詳
。
當
村
／
西
ニ
鎮
守
庵
与
申
庵
御
座
候
。
往
古
彼
／
庵
地
ニ
＊
8﹇
圓
福
﹈
寺
有
之
候
所
、
在
所
端
／
ニ
而
、
諸
檀
役
便
宜
悪
敷
﹇
×
と
て
﹈
ニ
付
、
庄
屋
／
長
右
衛
門
と
申
者
、
施
主
頭
ニ
罷
成
、
寛
文
／
年
中
、
只
今
之
所
へ
引
移
申
候
。
／
其
節
之
住
持
ハ
權
大
僧
都
＊
9
﹇
法
印
﹈／
快
傳
、
寛
文
十
二
子
十
月
九
日
寂
。
／
當
山
中
興
之
先
住
ニ
而
御
座
候
。
其
／
後
之
先
住
快
乗
、
當
村
藤
樹
寺
／
中
興
開
基
仕
、
當
寺

彼
寺
へ
隠
居
／
仕
申
候
。
右
快
傳
、
快
乗
共
、
藤
樹
寺
／
先
住
ニ
而
御
座
候
。
＊
10「﹇
故
﹈
快
傳
よ
り
拙
僧
迄
十
一
代
ニ
罷
成
候
。」
往
古
﹇
×
圓
福
寺
﹈﹈
當
寺
ハ
一
寺
達
／
之
＊
11﹇
真
言
﹈
寺
ニ
而
御
座
候
所
、
諸
法
會
等
／
＊
12「
賑
敷
」
相
勤
度
＊
13﹇
結
衆
ニ
加
り
﹈、
地
蔵
寺﹇
×
末
﹈
本
／
寺
ニ
相
頼
＊
14「
結
衆
ニ
加
り
」
申
由
。
近
頃
迄
存
生
之
檀
／
家
之
老
人
、
并
先
住
毎
度
噺
仕
由
ニ
／
承
＊
15「
及
」
申
候
。
右
鎮
守
庵
儀
ハ
、
寺
社
御
／
奉
行
様
本
末
＊
16「
御
改
之
」
御
觸
状
ニ
も
圓
福
／
寺
末
庵
と
書
付
差
上
御
座
候
。
【
一
六
丁
オ
】
一
＊
1
﹇
支
配
宮
之
儀
ハ
﹈＼鎮
守
堂
之
鎮
／
守
社
。當村
＼摩
尼
大
明
神
。同
＼大
龍
權
／
現
。同
＼天
龍
權
現
。同
＼右
四
社
＊
2﹇
共
當
／
村
内
ニ
御
座
候
而
﹈
共
ニ
八
月
十
六
日
祭
／
礼
仕
来
＊
3﹇
申
候
。
尤
四
社
共
小
宮
ニ
而
／
御
座
候
﹈
＊
4「
當
寺
支
配
之
宮
ニ
而
御
座
候
」。
一
＊
5「
御
判
物
并
ニ
」
宝
物
＊
6﹇
古
記
類
無
﹈
類
所
持
不
仕
。
／
又
御
目
見
寺
ニ
而
も
無
御
座
候
。
以
上
。
圓
福
寺
繼
旻
天
保
五
午
十
月
＊
7﹇
末
寺
﹈
覚
＊
8﹇
福
成
寺
﹈
舎
一
勝
浦
郡
田
浦
村
無
量
山
安
樂
／
院
福
成
寺
儀
者
、
古
義
真
言
宗
／
ニ
而
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
末
寺
ニ
而
御
座
候
。
一
＊
9﹇
安
置
奉
仕
﹈
本
尊
阿
弥
陀
如
来
／
＊
10「
立
像
」
御﹇
×
尺
﹈
長
弐
尺
＊
11﹇
之
立座
像
﹈。
尤
作
者
不
／
﹇
×
相
知
﹈
分
明
。
御
長
壱
尺
四
寸
之
観
音
、
不
／
動
之
兩
夾
侍
＊
12「
安
置
仕
」
御
座
候
。
一
＊
13「
當
山
」
創
草
之
年
代﹇
×
相
知
不
申
﹈
未
詳
。
中
興
／
開
基
權
大
僧
都
法
印
宥
清
、
／
天
和
二
戌
年
化
寂
仕
＊
14「
其
以
来
累
世
」
宥
清
よ
り
／
拙
僧
迄
十
三
代
ニ
罷
成
申
候
。
當
／
寺
儀
、
先
年
ハ
當
村
西
ニ
有
之
＊
15﹇
候
所
﹈。
／
其
節
ハ
旧
記
等
所
持
仕
居
申
候
所
【
一
六
丁
ウ
】
天
明
元
﹇
×
寅
﹈
丑
七
月
洪
水
之
砌
、
依
水
／
難
紛
失
仕
申
候
。
同
二
寅
年
、
再
度
／
之
水
難
ニ
恐
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れ
、
只
今
之
所
へ
遷
地
／
仕
候
へ
共
、
先
師
墓
所
等
ハ﹇
×
共
ニ
﹈
今
ニ
古
屋
敷
ニ
有
之
候
。
一
＊
1
﹇
支
配
宮
之
儀
ハ
當
村
北
原
若
／
一
王
子
宮
之
﹈＊
2
「
當
村
北
原
／
若
一
王
子
宮
壱
社
。」＊
3
「
右
社
」
別
當
ニ
而
﹇
×
御
座
候
﹈
支
配
仕
居
申
候
。
一
御
判
物
＊
4「
并
宝
物
」
類
所
持
不
仕
。﹇×
并
ニ
﹈
又
御
目
見
／
寺
ニ
而
ハ
無
御
座
候
。
以
上
。
福
成
寺
大
瓊
―
午
十
月
＊
5﹇
末
寺
﹈
覚
＊
6﹇
醍
醐
寺
﹈
一
勝
浦
郡
飯
谷
村
醫
光
山
／
真
珠
院
醍
醐
寺
儀
ハ
、
古
義
／
真
言
宗
ニ
而
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
／
末
寺
ニ
而
御
座
候
。
一
＊
7﹇
安
置
し
奉
る
﹈
本
尊
藥
師
如
来
。
／
御
長
九
寸
之
立
像
＊
8「
安
置
仕
御
座
候
」。
尤
作
者
相
／
分
不
申
候
。
＊
9『
一
﹇
×
創
草
之
﹈
當
院
始
興
之
年
代
、
未
分
明
。
中
興
開
／
基
＊
10﹇
權
大
僧
都
真
隆
﹈
＊
11「
尊
俊
、
正
保
年
中
之
住
ニ
御
座
候
。」
／
﹇
×
従
其
﹈
其
已
来
世
代
、
拙
僧
迄
十
一
代
ニ
罷
成
申
候
。
／
＊
12「
當
寺
境
内
、
西
尾
新
平
殿
御
配
地
ニ
而
、
従
往
古
中
畠
五
畝
二
阝
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。」
＊
13「
并
」
享
保
年
中
、
先
住
宥
清
代
、
西
尾
＊
14「
氏
」
／
＊
15﹇
新
平
殿
﹈
先
祖

、
御
長
八
阝
之
観
／
音
、
并
供
料
＊
16﹇
御
﹈
寄
附
＊
17﹇
有
之
候
有
之
御
座
候
﹈
＊
18「
御
座
候
而
」
＊
19﹇
今
ニ
尊
奉
候
﹈、
／
尤
＊
20「
本
尊
ハ
」
弐
重
厨
子
ニ
入
＊
21「
今
ニ
傳
来
申
候
」
＊
22﹇
有
申
来
候
之
候
﹈。
并
寺
地
【
一
七
丁
オ
】
五
畝
弐
阝
。
西
尾
氏
之
免
税
ニ
／
御
座
候
。』
＊
1﹇
一
支
配
之
宮
﹈
一
杉
尾
大
明
神
壱
社
當
村
長
柱
高
良
大
明
神
－
－
同
沖
野
挊
山
大
明
神
－
－
同
王
子
權
現
－
－
同
＊
2﹇
谷
口
﹈
八
万
宮
－
－
同
谷
口
牛
王
權
現
－
－
同
小
嶽
＊
3「
蛭
子
大
明
神
壱
社
寺
内
鎮
守
」
右﹇
×
六
﹈
七
社
支
配
仕
来
申
候
。
﹇
＊
4一
支
配
仕
来
庵
地
﹈
一
三
鳴
瀧
ノ
洞
友
庵
當
村
長
柱
四
神
谷
寺
同
谷
口
二
長
福
寺
同
長
柱
五
観
音
庵
同
小
嶽
六
地
蔵
庵
同
沖
野
一
不
動
庵
同
飯
谷
一
右
由
緒
＊
5「
等
も
」
相
分
り
不
申
小
庵
ニ
／
御
座
候
へ
共
、
支
配
仕
居
申
候
故
／
書
付
差
上
申
候
。
一
先
年
＊
6「
者
」
旧
記
等
所
持
仕
居
申
候
処
、
／
＊
7「
宝
暦
十
四
年
二
月
十
日
」
火﹇
×
難
﹈
災
之
砌
焼
失
仕
、
只
今
ニ
而
ハ
／
無
御
座
候
。
其
外
御
判
物
等
所
／
持
不
仕
、
并
御
目
見
寺
ニ
而﹇
×
□
﹈
も
無
／
御
座
候
。
以
上
。酉
寺
常
寂
―
午
十
月
【
一
七
丁
ウ
】
＊
1﹇
末
寺
﹈
覚
＊
2﹇
田
林
寺
﹈
一
勝
浦
郡
本
庄
村
櫻
間
山
安
／
養
院
田
林
寺
儀
ハ
、
古
義
真
／
言
宗
ニ
而
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
／
末
寺
ニ
而
御
座
候
。
一
＊
3
﹇
奉
安
置
﹈本
尊
阿
弥
陀
如
来
／
＊
4
﹇
座
像
﹈。
御
長
壱
尺
五
寸
＊
5
「
之
座
像
安
置
仕
御
座
候
」。
尤
／
作
者
不
分
明
候
。
一
當
寺
境
内
之
儀
、
往
古
ハ
阿
波
民
／
部
弟
櫻
馬
外
記
＊
6「
櫻
馬
介
能
遠
細
□
□
」
之
居
城
ニ
而
／
於
今
櫻
間
城
跡
と
申
傳
へ﹇
×
則
﹈
候
。／
＊
7
﹇
則
寺
之
裏
ニ
櫻
間
の
池
と
申
池
も
御
座
候
﹈／
＊
8
﹇
櫻
間
山
と
申
も
、
右
之
由
緒
ニ
而
御
座
候
﹈
／
右
落
城
之
後
、
當
寺
建
立
／
成
＊
9「
申
候
」。
則
＊
10﹇
□
﹈＊
11「
寺
之
裏
ニ
櫻
間
之
池
と
申
傳
候
池
も﹇
×
御
座
候
﹈
之
有
」。
＊
12「
山
号
」
櫻
間
山
と
申
も
＊
13「
○
」
右
＊
14「
等
」
之
／
由
緒
ニ
而
御
座
候
。
＊
15﹇
并
寺
之
裏
ニ
櫻
間
の
池
与
申
傳
池
御
座
候
﹈
乍
併
、
開
基
／
之
年
限
＊
16
﹇
慥
ニ
﹈
相
分
り
不
申
。
／
＊
17
﹇
□
□
﹈
石
碑
＊
18
﹇
等
﹈
も
無
御
座
候
へ
共
、
＊
19
「
古
キ
」
墓
跡
二
ヶ
／
所
有
之
。
彼
所
ヲ
開
基
先
師
＊
20﹇
□
﹈
／
＊
21「
宥
嚴
、
宥﹇
×
并
﹈
喜
﹇
と
申
候
﹈
の
墓
所
と
」
／
申
傳
へ
、
七
日
ヲ
命
日
ニ
相
定
メ
、
＊
22﹇
往
﹈
／
古
来
よ
り
香
花
回
向
等
仕
／
来
申
候
。
＊
23「
但
」
寛
文
＊
24「
九
」
年
﹇
×
中
之
﹈﹈
酉
十
月
廿
三
日
寂
仕
候
先
住
／
惠（
マ
マ
）
儀
よ
り
已
来
、
石
原 卓 志
―１８８―
碑
等
／
□
□
有
之
、
拙
僧
迄
十
代
ニ
罷
／
成
申
候
。
當
寺
境
内
、
只
今
／
ニ
而
ハ
奈
良
井
武
五
郎
殿
之
／
御
拝
【
一
八
丁
オ
】
＊
1
﹇
領
﹈地
ニ
而
御
座
候
。
又
外
ニ
御
蔵
藪
七
／
畝
三
阝
寺
内
ニ
御
座
候
而
、
﹇
×
奉
預
﹈
御
預
申
居
／
＊
2
﹇
申
﹈
候
。
＊
3﹇
一
支
配
之
宮
四
社
大
明
神

住
吉
大
明
神
〈
於
寺
内
壱
社
ニ
勧
請
仕
御
座
候
〉
天
滿
大
自
在
天
神
一
當
寺
之
裏
ニ
樓
﹈
一
支
配
之
宮
若
宮
之
四
社
大
明
神
次
ニ
書

住
吉
大
明
神
〈
於
寺
内
壱
社
ニ
勧
請
仕
御
座
候
〉
天
満
大－
－
神
八
万
宮
當﹇
×
浦
﹈
村
氏
神
熊
野
権
現
同
小
谷
郷
殿
權
現
同
本
庄
筋
若
宮
同
金
谷
王
子
權
現
同
門
前
野
神
宮
同
栗
谷
若
宮
同（
？
）□
地
若
宮
同
篠
原
右﹇
×
小
社
ニ
候
へ
共
﹈
之
宮
支
配
仕
居
申
候
。
尤
／
八
万
宮
＊
4﹇
□
﹈
ハ
當
所
之
氏
神
ニ
而
、
／
櫻
間
之
城
主
を
＊
5﹇
祭
﹈
崇
尊
し
／
＊
6﹇
御
座
候
﹈、
毎
歳
八
月
十
五
日
祭
礼
仕
／
来
候
。
往
古

中
田
村
＊
7沢
里
八
幡
宮
／﹇
×
と
﹈
与
同
日
祭
礼
ニ
而
、
則
十
五
日
朝
、
／
彼
方

當
＊
8「
所
」
八
万
并
熊
野
権
現
へ
【
一
八
丁
ウ
】
御
膳
供
し
来
り
、
其
帰
り
と
壱
／
所
ニ
當
村
兩
社
之
馬
、
中
田
村
へ
／
罷
越
候
上
、
沢
里
八
幡
宮
之
神
／
事
始
り
、
＊
1「
右
之
馬
供
仕
」
来
申
候
所
、
享
保
年
／
中
之
頃
、
口
論
有
之
ニ
付
＊
2
「
﹇
×
壱
年
﹈
右
之
例
」中
絶
／
仕
候
所
、
彼
地
不
思
議
ニ
悪
病
／
流
行
仕
ニ
付
、
神
慮
相
恐
れ
、
再
／
度
口
論
ニ
及
間
敷
旨
、一
札
相
／
認
和
睦
乞
来
候
。以
来
﹇
×
如
初
﹈
不
相
變
／
只
﹇
×
迄
﹈
今
―ニ
如
初
＊
3
「
例
」
仕
来
申
候
／
趣
申
傳
へ
候
。
一
御
判
物
＊
4「
并
宝
物
」
類
所
持
不
仕
。﹇
×
并
﹈
又
御
／
目
見
寺
ニ
而
も
無
御
座
候
。
以
上
。
田
林
寺
隆
臺
―
午
十
月
＊
5﹇
末
寺
﹈
覚
＊
6﹇
正
福
寺
﹈
一
勝
浦
郡
西
須
賀
村
天
霊
山
／
無
量
壽
院
＊
7﹇
儀
ハ
﹈
正
福
寺
儀
ハ
、
／
古（
マ
マ
）
儀
真
言
宗
ニ
而
小
松
嶋
浦
地
／
蔵
寺
末
寺
ニ
而
御
座
候
。
一
＊
8﹇
奉
安
置
﹈
本
尊
ハ
阿
弥
陀
如
来
。
／
行
基
菩
薩
＊
9﹇
之
﹈
御
作
＊
10﹇
ニ
而
﹈
御
尺
／
八
寸
之
座
像
ニ
御
座
候
。
又
御
長
八
寸
ノ
／
立
像﹇
×
□
﹈
之
勢
至
、
観
音
＊
11﹇
ノ
﹈
兩
夾
侍﹇
×
□
﹈
ニ
【
一
九
丁
オ
】
＊
1﹇
御
座
候
﹈
安
置
仕
御
座
候
。
一
＊
2『
當
山
＊
3﹇
開
﹈
始
興
之
＊
4﹇
限
﹈
年
限
未
／
詳
。＊
5﹇
往
古
ハ
當
村
田
中
と
申
／
所
ニ
寺
有
之
候
所
﹈、
往
古
弘
法
／
大
師
、
蚊
覆
被
遊
候
地
ニ
而
、
先
年
ハ
／
寺
内
ニ
蚊
生
シ
不
申
由
ニ
而
』
一
當
山
創
草
之
年
代
、
未
分
明
。
往
／
古
ハ
當
村
田
中
と
申
所
ニ
寺
有
之
候
而
／
昔
、
弘
法
大
師
、
彼
地
ニ
而
蚊
覆
セ
／
被
遊
候
事
﹇
×
あ
り
﹈
有
之
候
と
て
、
先
年
ハ
寺
／
内
ニ
蚊
生
シ
不
申﹇
×
由
ニ
而
﹈
由
ニ
而
、
蚊
覆
／﹇×
寺
の
﹈
之
寺
与
申
傳
へ
候
。
＊
6﹇
然
ニ
宝
暦
二
年
ニ
／
只
今
之
所
ヘ
轉
地
仕
候
趣
申
傳
候
﹈
／
＊
7
「
尓
ニ
宝
暦
二
年
、
只
今
之
所
へ
轉
地
仕
候
趣
ニ
御
座
候
。」
／
中
興
開
基
＊
8
「
權－
－
－
」
快
山
＊
9「
ア
サ
リ
」、＊
10﹇
年
﹈
号
相
知
れ
不
申
。
／
＊
11「
月
日
ハ
」
十
二
月
廿
八
日
ニ
而
寂
。＊
12「
寺
内
ニ
廟
所
有
／
之
候
得
共
、
石
碑
無
之
。
彼
所
を
先
／
師
墓
所
与
申
傳
へ
、
香
花
回
向
／
供
弔
申
候
。
第
﹈
四
＊
13「
權－
－
－
」
世
快
知
、
寛
保
元
／
酉
十
月
七
日
＊
14「
示
」
寂
＊
15﹇
仕
﹈、
其
已
後
＊
16「
世
代
」、
拙
僧
／﹇×
ニ
而
﹈
迄
十
二
代
ニ
罷
成
申
候
。
一
＊
17﹇
寺
内
ニ
鎮
守
無
御
座
候
之
。﹈
當
村
＊
18「
之
」
内
＊
19﹇
七
軒
組
／
□
之
﹈
屋
鋪
鎮
守
ニ
八
万
宮
＊
20「
之
小
社
」
有
之
。
／
毎
年
八
月
十
五
日
祭
礼
。＊
21
「
并
遷
宮
」
等
之
節
、
／
當
寺

支
配
仕
来
候
。
﹇
×
彼
﹈
此
社
ハ
麻
／
植
遠
江
守
を
＊
22﹇
八
万
宮
と
﹈
尊
敬
仕
、
／
其
子
孫
七
軒

祭
来
申
候
。
七
／
軒
之
内
、
本
家
ハ
小
奉
行
存
候
。＊
23﹇
□
﹈
国伝山地蔵寺蔵『國傳山并末寺寺家成立由緒支配宮等書上草案』 ――解説と翻字本文――
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【
一
九
丁
ウ
】
六
軒
ハ
百
姓
ニ
候
へ
共
、＊
1﹇
乍
ニ
﹈
諸
役
御
免
ニ
／
御
座
候
。
尤
右
系
画
之
儀
ハ
、
近
頃
御
尋
御
座
候
／
ニ
付
、
彼
方

相
認
差
上
御
座
候
。
下
上
一
御
判
物
宝
物
類
所
持
不
仕
、
并
／
御
見
目
寺
ニ
而
も
無
御
座
候
。
以
上
。
正
福
寺
霊
信
―
午
十
月
＊
2﹇
末
寺
﹈
覚
＊
3﹇
持
福
寺
﹈
一
勝
浦
郡
大
松
村
松（
マ
マ
）
林
山
瑠
璃
院
／
持
福
寺
之
儀
ハ
、
古
義
真
言
宗
ニ
而
／
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
末
寺
ニ
御
座
候
。
一
本
尊
薬
師
如
来
。
弘
法
大
師
／
御
作
。
御
長
ケ
壱
尺
五
寸
之
座
像
。
／
并
＊
4
「
脇
侍
ニ
」＊
5
﹇
左
右
ニ
﹈
日
光
、
月
光
＊
6﹇
之
﹈
二
菩
薩
／
＊
7﹇
□
□
﹈
安
置
仕
御
座
候
。
一
＊
8「
當
山
」
創
草
之
﹇
×
儀
﹈
時
代
未
詳
。
中
興
開
／
基
＊
9﹇
智
運
﹈
宥
長
、
延
宝
九
＊
10「
年
」
酉
／
五
月
四
日
寂
。
其
已
来
＊
11「
世
代
」、
拙
僧
迄
／
九
代
ニ
罷
成
申
候
。
＊
12﹇
一
支
配
之
宮
﹈
一
＊
13﹇
當
村
﹈
杉
尾
大
明
神
＊
14「
壱
社
﹇
×
當
浦
﹈
境
内
、
尤
當
村
氏
神
」。
此
社
ハ
往
古
／
高
田
左
馬
頭
与
申
者
、
本
願
ニ
而
／
勧
請
仕
申
由
ニ
而
、
只
今
ハ
村
中
之
／
氏
神
ニ
＊
15﹇
而
﹈
御
座
候
。
毎
歳
九
月
【
二
〇
丁
オ
】
九
日
祭
礼
＊
1﹇
仕
来
申
﹈
候
。
尤
神
／
社
帳
ニ
相
居
り
﹇
×
居
申
候
﹈
御
座
候
。
＊
2﹇
野
神
﹈
牛
頭
天
王
宮
壱
社
同
榎
原
／
此
社
＊
3﹇
榎
原
与
申
所
ニ
有
之
﹈
地
＊
4﹇
□
﹈
／
壱
畝
弐
十
歩
、＊
5「
従
往
」
古

御
免
地
ニ
﹇
×
而
﹈﹈
御
座
候
。
／
＊
6﹇
御
座
候
。
成
来
居
申
候
﹈
一
御
判
物
宝
物
類
所
持
不
仕
。
／
并
御
目
見
寺
ニ
而
無
御
座
候
。
以
上
。
持
福
寺
龍
照
―
午
十
月
＊
7﹇
末
寺
﹈
覚
＊
8﹇
宝
聚
寺
﹈
一
勝
浦
郡
江
田
村
光
月
山
密
嚴
院
／
宝
聚
寺
儀
、
往
古

古
義
真
言
／
宗
ニ
而
、
小
松
嶋
浦
地
蔵
寺
末
寺
／
ニ
而
御
座
候
。
一
本
尊
＊
9
「
無﹇
×
遍
﹈
辺
身﹇
×
如
来
﹈
菩
薩〈
地
蔵
異
名
〉」。
弘
法
大
師
／
御
作
。
御
長
弐
尺
五
寸
之
立
像
＊
10
﹇
安
置
﹈。
／
并
御
長
壱
尺
之
不
動
、
毘
沙
門
／
兩
夾
侍
安
置
仕
御
座
候
。
ケ
ツ
字
ス
ベ
シ
一
當
寺
始
興
之
儀
、
相
分
り
不
申
。＊
11「
往
」
古
ハ
／
中
郷
村
ニ
寺
有
之
候
所
、
蓬
庵
様
／
御
隠
居
所
ニ
罷
成
申
候
ニ
付
、
御
殿
先
故
／
只
今
之
所
へ
御
引
セ
被
為
遊
候
趣
／
申
傳
候
。
尤
寺
跡
之
儀
、
只
今
ニ
至
り
【
二
〇
丁
ウ
】
密
嚴
庵
と
申
庵
室
有
之
候
。
并
／
當
寺
儀
、
古
来

門
中
席
頭
之
様
ニ
／
申
傳
居
申
候
。
中
興
開
基
＊
1「
權
―
」
快
／
尊
、
明
暦
二
申
三
月
廿
一
日
寂
。
其
／
已
後
＊
2「
世
代
」
相
續
、
拙
僧
迄
十
五
代
ニ
罷
／
成
申
候
。
＊
3『
一
蛭
子
大
明
神
壱
社
千
代
ケ
丸
此
社
「
當
寺

支
配
仕
来
候
。
尤
」
勧
請
年
限
相
分
不
申
候
。』
一
御
判
物
宝
物
類
所
持
不
仕
。
并
／
御
目
見
寺
ニ
而
も
無
御
座
候
。
以
上
。
宝
聚
寺
唯
仁
―
午
十
月
＊
4﹇
末
寺
﹈
覚
＊
5﹇
宝
蔵
寺
﹈
一
勝
浦
郡
中
郷
村
杖
持
山
延
命
院
宝
／
蔵
寺
儀
、
古
義
真
言
宗
ニ
而
小
松
嶋
浦
／
地
蔵
寺
末
寺
ニ
而
御
座
候
。
一
本
尊
地
蔵
菩
薩
。
御
長
壱
尺
五
寸
／
計
之
座
像
ニ
而
、
作
者
不﹇
×
相
□
詳
﹈
分
明
。
／
但
、
行
基
菩
薩
作
歟
と
申
傳
候
。
／
兩
脇
侍
、
御
長
九
寸
之
不
動
、
毘
沙
／
門
二
像
ハ
、
御
先
祖
正
勝
様
御
建
立
／﹇×
被
為
遊
﹈
ニ
而
、
則
兩
像
之
裏
ニ
御
名
＊
6﹇
□
﹈
／
御
居
へ
被
為
遊
御
座
候
。＊
7﹇
右
二
佛
當
寺
ニ
／
安
置
仕
因
縁
ハ
﹈＊
8「
其
頃
」
龍
嚴
上
人
と
申
僧
、
／
正
勝
様
、
家
政
様
御
帰
依
之
御
／
祈
禱
僧
ニ
而
御
座
候
。
然
所
、
家
政
／
様
當
御
國
へ
御
入
國
被
為
遊
候
【
二
一
丁
オ
】
以
後
、
右
僧
御
國
へ
御
慕
罷
越
候
所
、
／
其
節
當
寺
無
住
ニ
付
、
先
ツ
當
寺
ニ
／
住
居
仕
様
、
御
意
ヲ
以
、
住
居
有
之
。
／
其
節
ハ
、
家
政
様
當
寺
へ
度


／
御
入
被
為
在
、
御
祈
禱
等
も
被
／
仰
付
＊
1
﹇
也
﹈＊
2
﹇
其
頃
、
當
寺
へ
御
寄
附
被
為
遊
候
儀
被
奉
成
候
﹈＊
3
﹇
様
申
傳
候
。
又
﹈。
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然
所
、
其
後
依
火
難
／
記
録
類
不
残
焼
失
仕
。
漸
本
尊
／
三
躰
而
已
取
出
候
趣
ニ
申
傳
へ
候
。
／
右
ニ
付
―
―
又
＊
4『
一
只
今
當
寺
境
内
ニ
豊
國
明
神
／
之
社
御
座
候
。＊
5﹇
此
﹈
社
之
儀
ハ
、
先
年
／
中
田
村
林
之
内
ニ
＊
6﹇
御
座
候
所
﹈
有
之
。
／
豊
林
寺
支
配
ニ
御
座
候
所
、
右
豊
林
／
寺
破
却
ニ
付
、
本
社
、
拝
殿
＊
7﹇
并
﹈』
／
家
政
様
御
證
文
弐
通
、
忠
英
／
様
御
證
文
二
通
＊
8﹇
及
﹈
＊
9﹇
并
﹈
＊
10「
且
」
豊
林
寺
／
﹇
×
乍
建
并
﹈
一
宇
并
寺
具
等
不
残
、
中
／
郷
村
庄
屋
先
祖
久
助
方
へ
御
／
預
ケ
成
候
所
、
元（
マ
マ
）
録
十
一
寅
年
ニ
／
﹇
×
御
社
﹈
右
御
神
躰
當
方
へ
御
預
ケ
ニ
相
成
、
／
其
後
、
宝
永
四
亥
年
六
月
／
之
風
雨
ニ
本
社
、拝
殿
等
悉
／
皆
破
損
仕
候
。其
已
来
、當
寺
／
境
内
之
社
ニ
奉
安
置
御
座
候
。／
＊
11
﹇
并
側
ニ
清
政
公﹇×
□
小
﹈
小
社

伽
／
權
現
之
小
社
御
座
候
﹈
【
二
一
丁
ウ
】
又
當
村
宮
縣
ニ
皇
太
神
、
八
万
、
／
春
日
三
社
之
宮
御
座
候
〈
尤
神
社
帳
ニ
相
居
り
居
申
候
〉
／
又
西
原
ニ
疱
瘡
神
之
小
社
御
座
候
。
／
右
＊
1「
五
社
ハ
」
當
寺

支
配
仕
居
申
候
。
﹇
×
一
﹈
又
右
ニ
付
當
山
之
始
興
未
分
明
。
寛
／
永
年
中
之
先
住
宥
昌
已
來
／
拙
僧
迄
廿
二
三
代
計
ニ
相
成
申
候
。
＊
2﹇
一
又
﹈
＊
3「
一
御
判
物
宝
物
所
持
不
仕
。
并
」
只
今
ニ
而
ハ
御
目
見
寺
ニ
而
も
無
御
座
候
。
／
以
上
。
宝
蔵
寺
雄
州
―
午
十
月
＊
4﹇
末
寺
﹈
覚
＊
5﹇
桂
林
寺
﹈
一
勝
浦
郡
中
田
村
霊
芝
山
瑤
池
院
／
桂
林
寺
儀
、
往
古
ハ
禪
宗
、
夢
想
／
國
師
之
開
基
。
七
堂
伽
藍
之
地
ニ
而
、
／
寺
下
明
音
寺
、
成
見
寺
、
龍
蔵
寺
、
圓
／
福
寺
、
東
善
寺
、
先
光
寺
等
之
寺
跡
／
相
傳
居
申
。
則
、
細
川
讃
岐
守
／
持
常
公
御
信
仰
有
之
。
寺
領
高
／
弐
百
石
餘
、
并
山
林
竹
木
等
、
御
／
寄
附
有
之
、
殺
生
禁
断
之
地
／
ニ
而
御
座
候
。
于
時
、
文
安
四
年
／
閏
二
月
廿
日
頼
春
公
御
百
年
／
忌
御
追
福
と
て
、
従
足
利
／
八
代
義
政
将
軍
、
法
華
経
【
二
二
丁
オ
】
一
部
八
巻
ヲ
以
讃
岐
守
持
常
／
公
へ
賜
リ
、
則
當
寺
へ
御
奉
納
／
有
之
。
只
今
ニ
當
寺
之
宝
物
ニ
／
仕
御
座
候
。
則
、
法
華
経
之
奥
／
書
左
ニ
相
記
申
候
。
并
持
常
公
／
御
廟
所
、
御
位
牌
等
、
今
以
守
／
護
仕
罷
在
候
。
則
、
御
法
名
桂
林
／
院
殿
与
号
シ
、
右
御
廟
所
之
／
儀
ハ
寺
内
鎮
守
与
相
崇
／
御
座
候
。
御
経
奥
書
之
写
此
御
経
者
為
頼
春
朝
臣
百
年
忌
自
公
方
様
賜
之
文
安
四
年
閏
二
月
廿
日
讃
岐
守
持
常
御
書
判
後一
當
寺
真
言
宗
ニ
相
成
候
儀
ハ
、
／
三
好
落
居
之
後
、
右
伽
藍
／
及
破
壊
居
申
節
、
備
州
之
／
僧
長
春
、
當
所
へ
罷
越
、
旧
跡
／
寺
号
再
建
相
願
、
其
已
来
／
真
言
宗
ニ
被
仰
付
御
座
候
。
右
由
／
緒
有
之
。
旧
跡
之
儀
故
、
寺
内
／
御
竿
不
入
、
諸
役
御
免
之
段
／
棟
附
御
帳
面
ニ
相
見
へ
申
候
。
【
二
二
丁
ウ
】
尤
只
今
ニ
而
ハ
、
小
松
島
浦
地
／
蔵
寺
末
寺
ニ
御
座
候
。
＊
1「
真
言
宗
」
開
基
／
長
春
＊
2「
ア
サ
リ
」、
慶
長
之
始
よ
り
元
／
和
元
卯
年
迄
住
居
仕
。
其
／
已
来
＊
3「
世
代
」、
拙
僧
迄
十
八
代
ニ
罷
／
成
申
候
。
初一
本
堂
本
尊
二
間
觀
＊
4﹇
音
﹈
世
音
／
菩
薩
座
像
。
御
長
弐
尺
／
五
寸
計
。
宮
大
神
之
御
正
躰
／
宝
鏡
を
持
玉
ふ
。
日
本
佛
師
／
之
始
祖
長
澄
法
印
ノ
作
。
／
脇
士
、
左
毘
沙
門
天
立
像
。
三
／
尺
五
寸
、
作
者
不
＊
5「
相
」
分
。
右
持
國
／
天
立
像
。
三
尺
五
寸
、
弘
法
大
師
／
御
作
。
又
、
地
蔵
菩
薩﹇
×
立
像
﹈
御
長
／
三
尺
五
寸
＊
6
「
立
像
壱
躰
」、
行
基
菩
薩
作
。
／
＊
7
﹇
壱
躰
﹈
此
尊
元
方
丈
之
本
尊
ニ
／﹇
×
□
﹈
御
座
候
所
、
今
ハ
本
堂
之
裏
ニ
／
安
置
仕
置
御
座
候
。
＊
8﹇
一
支
配
之
宮
﹈
一
牛
頭
天
王
一
社
中
田
村
沢
里
野
之
宮
一
社
同
所
蛭
子
太
神
一
社
中
田
村
創
草
權
現
一
社
前
原
村
霊
芝
大
明
神
一
社
境
内
鎮
守
＊
9「
右
五
社
支
配
仕
来
申
候
」
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【
後
表
紙
見
返
】
一
右
之
外
、
御
判
物
宝
物
等
﹇
×
無
御
座
候
﹈
所
／
持
不
仕
。
并
御
目
見
寺
ニ
而
も
／
無
御
座
候
。
以
上
。
桂
林
寺
義
英
―
午
十
月
跡
よ
り
尋
ニ
付
出
来
候
事
桂
林
院
殿
四
州
太
守
細
川
讃
岐
守
持
常
月
峯
光
山
大
居
士
命
終
二
月
二
日
桂
林
寺
開
山
法
印
長
春
上
人
廿
一
日
年
月
不
詳
傳
云
此
師
以
前
歴
代
禪
宗
也
【
翻
字
注
】
三
丁
オ
・
＊
1
…
「
大
工
渡
辺
治
兵
衛
尉
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
三
丁
ウ
・
＊
1
…
「
並
諸
役
等
」
に
つ
き
、『
勝
浦
郡
志
』（
四
二
二
頁
）
で
は
「
普
請
役
等
」
と
さ
れ
る
。
但
し
、
同
書
四
二
六
頁
で
は
「
並
諸
役
等
」
と
さ
れ
る
。
＊
2
…
「
必
不
可
／
有
御
氣
遣
候
」
に
つ
き
、『
勝
浦
郡
志
』（
四
二
二
頁
・
四
二
六
頁
）
に
は
「
必
御
氣
遣
不
可
有
候
」
と
さ
れ
る
。
四
丁
ウ
・
＊
1
…
「
請
／
取
候
」
に
つ
き
、『
勝
浦
郡
志
』（
四
二
六
頁
）
で
は
「
受
取
候
」
と
さ
れ
る
。
但
し
、
同
書
四
二
三
頁
で
は
「
請
取
候
」
と
さ
れ
る
。
＊
2
…
「
進
之
候
」
に
つ
き
、『
勝
浦
郡
志
』（
四
二
三
頁
）
で
は
「
遣
申
候
」
と
さ
れ
る
。
但
し
、
同
書
四
二
六
頁
で
は
「
進
之
候
」
と
さ
れ
る
。
＊
3
…
「
但
／
地
蔵
寺
へ
」
に
つ
き
、『
勝
浦
郡
志
』（
四
二
三
頁
）
で
は
「
他
地
蔵
寺
へ
」
と
さ
れ
る
。
但
し
、
同
書
四
二
六
頁
で
は
「
但
地
蔵
寺
ヘ
」
と
さ
れ
る
。
＊
4
…
「
艮
也
」
に
つ
き
、『
勝
浦
郡
志
』（
四
二
三
頁
）
で
は
「
候
也
」
と
さ
れ
る
。
但
し
、
同
書
四
二
六
頁
で
は
「
艮
也
」
と
さ
れ
る
。
六
丁
ウ
・
＊
1
…
「
已
下
ノ
宝
物
ハ
書
上
ノ
節
本
堂
棟
札
之
初
ヘ
書
出
申
候
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
八
丁
オ
・
＊
1
…
「
而
已
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
同
九
丁
オ
・
＊
1
…
「
一
妙
見
宮
同
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
2
…
﹇
一
鎮
守
宮
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
『
右
数
ヶ
処
之
宮
式
ハ
「
唯
」
當
寺
支
配
、
又
ハ
別
ニ
別
當
／
神
主
山
伏
等
有
之
、
従
彼
方
支
配
仕
、
當
寺

／
導
師
而
已
仕
来
有
之
。
并
由
緒
成
立
等
之
運
急
』
は
、
行
間
空
白
部
分
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
4
…
「
唯
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
5
…
「
右
」
を
墨
に
て
削
除
。
一
〇
丁
ウ
・
＊
1
…
﹇
本
寺
ヘ
／
相
随
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
「
作
者
不
分
明
、
但
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
「
境
内
七
畝
廿
壱
阝
。
高
九
斗
弐
升
四
合
。
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。」は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
一
一
丁
オ
・
＊
1
…
「
尤
」は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
但
し
、
補
入
符
は「
候
」
下
に
有
る
べ
き
も
の
を
「
仕
」
下
に
書
き
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
一
丁
ウ
・
＊
1
…
「
壱
社
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
一
二
丁
オ
・
＊
1
…
「
示
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
2
…
「
仕
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
﹇
社
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
『
方

支
配
仕
居
申
候
。
／
又
寺
内
ニ
小
社
壱
社
有
之
。
往
古
所
以
／
御
座
候
而
、
嘉
助
与
申
者
＊
5「
之
霊
」＊
6﹇
相
﹈
祭
来
／
候
様
申
傳
候
。』
に
墨
書
附
箋
あ
り
。「
方

支
配
仕
居
申
候
。／
又
寺
内
ニ
小
社
有
之
。＊
1
「
此
」
﹇
×
□
﹈
社
ハ
當﹇
×
村
﹈
所
中
屋
万
兵
衛
＊
2「
与
申
者
之
」
先
／
祖
ニ
＊
3﹇
獣
ニ
狸
之
執
﹈
被
侵
狸
執
、
相
煩
候
ニ
付
／
當
寺
境
内
﹇
×
お
ゐ
て
﹈
ニ
借
受
神
と
勸
請
致
度
／
申
由
ニ
而
、
今
ニ
万
兵
衛
方

厚
祭
供
仕
候
」（
＊
1
「
此
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
2
「
与
申
者
之
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
﹇
獣
ニ
狸
之
執
﹈
を
墨
に
て
削
除
）
一
二
丁
ウ
・
＊
1
…
﹇
立
仕
候
。
本
尊
愛
染
明
王
。
御
尺
／
壱
尺
。
弘
法
大
師
御
作
。
但
傳
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
「
従
古
来
傳
来
仕
候
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
「
其
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
一
三
丁
オ
・
＊
1
…
「
候
」
を
墨
に
て
削
除
。
一
四
丁
ウ
・
＊
1
…
﹇
建
久
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
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＊
2
…
「
替
ら
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
﹇
の
事
ゆ
へ
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
一
五
丁
オ
・
＊
1
…
「
書
出
ニ
ハ
次
ニ
本
尊
功
徳
経
説
を
述
る
一
紙
ア
リ
略
之
ト
﹇
×
出
出
サ
﹈﹈
書
出
せ
り
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
2
…
「
攀
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
「
已
上
寺
家
六
ヶ
寺
、
右
之
外
格
別
之
由
緒
等
無
御
座
候
／
午
十
月
國
傳
山
宥
義
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
一
五
丁
ウ
・
＊
1
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
圓
福
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
安
置
し
奉
る
﹈
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
も
、
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
﹇
作
。
壱
尺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
「
計
之
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
6
…
「
二
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
7
…
「
安
置
仕
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
8
…
﹇
圓
福
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
9
…
﹇
法
印
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
10
…
「﹇
故
﹈
快
傳
よ
り
拙
僧
迄
十
一
代
ニ
罷
成
候
。」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
但
し
﹇
故
﹈
は
墨
に
て
削
除
。
＊
11
…
﹇
真
言
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
12
…
「
賑
敷
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
13
…
﹇
結
衆
ニ
加
り
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
14
…
「
結
衆
ニ
加
り
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
15
…
「
及
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
16
…
「
御
改
之
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
一
六
丁
オ
・
＊
1
…
「
支
配
宮
之
儀
ハ
」
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
「
共
當
／
村
内
ニ
御
座
候
而
」
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
「
申
候
。
尤
四
社
共
小
宮
ニ
而
／
御
座
候
。」
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
「
當
寺
支
配
之
宮
ニ
而
御
座
候
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
5
…
「
御
判
物
并
ニ
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
6
…
﹇
古
記
類
無
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
﹇
福
成
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
9
…
﹇
安
置
奉
仕
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
10
…
「
立
像
」
は
、
行
間
に
墨
書
。
＊
11
…
﹇
之
立座
像
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
左
傍
の
「
立
」
も
墨
に
て
削
除
。
＊
12
…
「
安
置
仕
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
13
…
「
當
山
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
14
…
「
其
以
来
累
世
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
15
…
﹇
候
所
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
一
六
丁
ウ
・
＊
1
…
﹇
支
配
宮
之
儀
ハ
當
村
北
原
若
／
一
王
子
宮
之
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
「
當
村
北
原
／
若
一
王
子
宮
壱
社
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
「
右
社
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
4
…
「
并
宝
物
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
5
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
6
…
﹇
醍
醐
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
安
置
し
奉
る
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
「
安
置
仕
御
座
候
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
9
…
『
』
部
分
を
削
除
し
て
、
以
下
の
墨
書
附
箋
に
訂
正
す
る
。「
一
當
院
始
興
之
年
代
未
分
明
。中
興
開
基
尊
俊
ア
サ
リ
正
保
／
年
中
之
住
持
ニ
御
座
候
。
其
已
来
世
代
拙
僧
迄
十
一
代
ニ
罷
成
申
候
。
／
＊
1﹇
一
﹈＊
2「
又
」
當
寺
境
内
ハ
西
尾
新
平
殿
御
配
地
ニ
而
従
往
古
中
畠
／
五
畝
二
阝
＊
3
﹇
□
﹈
免
税
ニ
御
座
候
。
并
享
保
年
中
先
住
宥
／
清
代
西
尾
氏
＊
4「
御
」
先
祖

御
長
八
阝
之
観
世
音
＊
5「
壱
躰
」
并
／
供
料
御
寄
附
有
之
候
。
尤
本
尊
ハ
二
重
厨
子
ニ
入
／
今
ニ
傳
来
申
候
。」（
＊
1
﹇
一
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
「
又
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
﹇
□
﹈
は
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
「
御
」
＊
5
「
壱
躰
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
）
＊
10
…
﹇
權
大
僧
都
真
隆
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
11
…
「
尊
俊
、
正
保
年
中
之
住
ニ
御
座
候
。」は
、
空
白
部
分
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
12
…
「
當
寺
境
内
、
西
尾
新
午
殿
御
配
地
ニ
而
、
従
往
古
中
畠
五
畝
二
阝
御
免
地
ニ
而
御
座
候
。」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
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＊
13
…
「
并
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
14
…
「
氏
」
は
、「
尾
」
字
下
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
15
…
﹇
新
平
殿
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
16
…
﹇
御
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
17
…
﹇
有
之
候
有
之
御
座
候
／
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
左
傍
の
﹇
有
之
候
﹈
も
墨
に
て
削
除
。
＊
18
…
「
御
座
候
而
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
19
…
﹇
今
ニ
尊
奉
候
﹈
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
20
…
「
本
尊
ハ
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
21
…
「
今
ニ
傳
来
申
候
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
22
…
﹇
有申
来
候之
候
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
左
傍
の
﹇
申
来
候
﹈
も
墨
に
て
削
除
。
一
七
丁
オ
・
＊
1
…
﹇
一
支
配
之
宮
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
谷
口
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
「
蛭
子
大
明
神
壱
社
寺
内
鎮
守
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
4
…
「
一
支
配
仕
来
庵
地
」
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
「
等
も
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
6
…
「
者
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
7
…
「
宝
暦
十
四
年
二
月
十
日
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
一
七
丁
ウ
・
＊
1
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
田
林
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
奉
安
置
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
﹇
座
像
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
「
之
座
像
安
置
仕
御
座
候
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
6
…
「
櫻
馬
介
能
遠
細
□
□
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
7
…
「
則
寺
之
裏
ニ
櫻
間
の
池
と
申
池
も
御
座
候
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
﹇
櫻
間
山
と
申
も
、
右
之
由
緒
ニ
而
御
座
候
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
9
…
「
申
候
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
10
…
﹇
□
﹈
は
、
某
字
が
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
11
…
「
寺
之
裏
ニ
櫻
間
之
池
と
申
傳
候
池
も﹇
×
御
座
候
﹈
之
有
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
12
…
「
山
号
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
13
…
「
○
」
補
入
符
あ
る
も
、
補
入
さ
れ
る
書
き
入
れ
な
し
。
＊
14
…
「
等
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
15
…
﹇
并
寺
之
裏
ニ
櫻
間
の
池
と
申
傳
池
御
座
候
﹈
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
16
…
﹇
慥
ニ
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
17
…
﹇
□
□
﹈
は
、
某
字
二
字
が
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
18
…
﹇
等
﹈
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
19
…
「
古
キ
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
20
…
﹇
□
﹈
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
21
…
「
宥
嚴
、
宥﹇
×
并
﹈
喜
﹇
と
申
候
﹈
の
墓
所
と
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
但
し
、﹇
と
申
候
﹈
は
墨
に
て
削
除
。
＊
22
…
﹇
往
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
23
…
「
但
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
24
…
「
九
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
一
八
丁
オ
・
＊
1
…
﹇
領
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
申
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
一
支
配
之
宮
…
…
一
當
寺
之
裏
ニ
樓
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
﹇
□
﹈
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
﹇
祭
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
6
…
﹇
御
座
候
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
「
沢
里
八
幡
宮
」
に
つ
き
、『
勝
浦
郡
志
』（
三
五
七
頁
）
で
は
「
澤
星
八
幡
宮
」
と
さ
れ
る
。
＊
8
…
「
所
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
一
八
丁
ウ
・
＊
1
…
「
右
之
馬
供
仕
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
2
…
「
﹇
×
壱
年
﹈
右
之
例
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。﹇
壱
年
﹈
も
補
入
符
を
付
し
て
左
傍
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
「
例
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
4
…
「
并
宝
物
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
5
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
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＊
6
…
﹇
正
福
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
儀
ハ
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
﹇
奉
安
置
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
9
…
﹇
之
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
10
…
﹇
ニ
而
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
11
…
﹇
ノ
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
一
九
丁
オ
・
＊
1
…
﹇
御
座
候
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
『
當
山
…
不
申
由
ニ
而
』
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
開
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
﹇
限
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
﹇
往
古
ハ
當
村
田
中
と
申
／
所
ニ
寺
有
之
候
所
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
6
…
﹇
然
ニ
宝
暦
二
年
ニ
／
只
今
之
所
ヘ
轉
地
仕
候
趣
申
傳
候
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
「
尓
ニ
宝
暦
二
年
、
只
今
之
所
へ
轉
地
仕
候
趣
ニ
御
座
候
。」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
8
…
「
權－
－
－
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
9
…
「
ア
サ
リ
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
10
…
﹇
年
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
11
…
「
月
日
ハ
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
12
…
﹇
寺
内
ニ
廟
所
有
／
之
候
得
共
、
石
碑
無
之
。
彼
所
を
先
／
師
墓
所
と
申
傳
へ
、
香
花
回
向
／
供
弔
申
候
。
第
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
13
…
「
權－
－
－
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
但
し
、
補
入
符
は
「
世
」
下
に
有
る
べ
き
も
の
。
＊
14
…
「
示
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
15
…
﹇
仕
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
16
…
「
世
代
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
17
…
﹇
寺
内
ニ
鎮
守
無
御
座
候
之
。﹈
を
墨
に
て
削
除
。
左
傍
の
「
御
座
候
」
も
墨
に
て
削
除
。
＊
18
…
「
之
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
19
…
﹇
七
軒
組
／
□
之
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
20
…
「
之
小
社
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
21
…
「
并
遷
宮
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
22
…
﹇
八
万
宮
と
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
23
…
「
□
」
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
一
九
丁
ウ
・
＊
1
…
﹇
乍
ニ
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
持
福
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
「
脇
侍
ニ
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
5
…
﹇
左
右
ニ
﹈
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
6
…
﹇
之
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
□
□
﹈
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
「
當
山
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
9
…
﹇
智
運
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
10
…
「
年
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
11
…
「
世
代
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
12
…
﹇
一
支
配
之
宮
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
13
…
﹇
當
村
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
14
…
「
壱
社﹇
×
當
浦
﹈
境
内
、
尤
當
村
氏
神
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
15
…
﹇
而
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
二
〇
丁
オ
・
＊
1
…
﹇
仕
来
申
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
野
神
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
榎
原
と
申
所
ニ
有
之
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
﹇
□
﹈
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
「
従
往
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
6
…
「
御
座
候
。
成
来
居
申
候
」
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
﹇
宝
聚
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
9
…
「
無﹇
×
遍
﹈
辺
身
﹇
×
如
来
﹈
菩
薩
〈
地
蔵
菩
薩
異
名
〉」
は
﹇
地
蔵
菩
薩
﹈
を
墨
に
て
削
除
し
、
そ
の
右
傍
に
墨
書
さ
れ
る
。
＊
10
…
﹇
安
置
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
11
…
「
往
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
二
〇
丁
ウ
・
＊
1
…
「
權
―
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
国伝山地蔵寺蔵『國傳山并末寺寺家成立由緒支配宮等書上草案』 ――解説と翻字本文――
―１９５―
＊
2
…
「
世
代
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
『
一
蛭
子
大
明
神
壱
社
千
代
ケ
丸
此
社
「
當
寺

支
配
仕
来
候
。
尤
」勧
請
年
限
相
分
不
申
候
。』は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
ま
た
、「
當
寺

支
配
仕
来
候
。
尤
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
4
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
﹇
宝
蔵
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
6
…
﹇
□
﹈
は
、
某
字
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
右
二
佛
當
寺
ニ
／
安
置
仕
因
縁
ハ
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
「
其
頃
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
二
一
丁
オ
・
＊
1
…
﹇
也
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
2
…
﹇
其
頃
、
當
寺
へ
御
寄
附
被
為
遊
候
儀
被
奉
成
候
﹈
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
﹇
様
申
傳
候
。
又
﹈
は
、
左
側
行
間
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
4
…
『
』
部
分
に
墨
書
附
箋
あ
り
。「
一
豊
國
大
明
神
壱
社
境
内
／
清
政
公
小
社
同
／

伽
大
權
現
小
社
同
／
右
豊
國
明
神
之
儀
□
」
＊
5
…
﹇
此
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
6
…
﹇
御
座
候
所
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
7
…
﹇
并
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
﹇
及
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
9
…
﹇
并
﹈
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
も
墨
に
て
削
除
。
＊
10
…
「
且
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
11
…
﹇
并
側
ニ
清
政
公﹇×
□
小
﹈
小
社

伽
／
權
現
之
小
社
御
座
候
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
二
一
丁
ウ
・
＊
1
…
「
五
社
ハ
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
2
…
﹇
一
又
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
3
…
「
一
御
判
物
宝
物
所
持
不
仕
。
并
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
4
…
﹇
末
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
﹇
桂
林
寺
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
二
二
丁
ウ
・
＊
1
…
「
真
言
宗
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
2
…
「
ア
サ
リ
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
3
…
「
世
代
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
4
…
﹇
音
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
5
…
「
相
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
＊
6
…
「
立
像
壱
躰
」
は
、
補
入
符
を
付
し
て
補
入
さ
れ
る
。
＊
7
…
﹇
壱
躰
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
8
…
﹇
一
支
配
之
宮
﹈
を
墨
に
て
削
除
。
＊
9
…
「
右
五
社
支
配
仕
来
申
候
」
は
、
行
間
に
補
入
さ
れ
る
。
原 卓 志
―１９６―
The records about the origin and development of local temples and the documents tracing training and
learning of local priests suffered from repeated natural and human generated disasters as well as insect
damage over many years. As a result, many documents were lost and the most of the remaining docu-
ments were left unexposed from public view with a very few exceptions.
This study is a part of the research aiming at discovering values as historical sources of those docu-
mentary materials lying in a storage of local temples. It focuses on “Kokudenzan narabini matsuji jike
seiritsu yuisho shihainomiyatou kakiage souan” possessed by Kokudenzan−Jizoji Temple. Based on the
analysis of the background of development of the document and close examination of the contents, the
author argued that the document is a valuable material not only to offer a new insight into the accumu-
lated knowledge but also to reveal the issues for reconsideration. The author reprinted the entire text in
order to introduce the document to wider audience.
“Kokudenzan narabini matsuji jike seiritsu yuisho shihainomiyatou
kakiage souan” in possession of Kokudenzan−Jizoji Temple :
Commentary and reprinted text
HARA Takuji
―１９７―
